
JP 6794455 B2 2020.12.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するように構成され
た１つまたは複数のプロセッサと、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を
使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーシ
ョンを備え、前記フレームはビーム微調整リクエストフィールドを備え、前記ビーム微調
整リクエストフィールドは１つまたは複数のビットを備え、前記１つまたは複数のビット
は前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションを提供し、前記ビーム微調整リクエストフィールドは
前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）であるかまたはマルチユーザ（ＭＵ）である
かのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え、
　送信のために前記フレームを出力するように構成された第１のインターフェースと、
　前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタ識別子（ＭＩＤ）フェーズを
実行するために使用される少なくとも１つの第１のセクタのインジケーションを取得する
ように構成された第２のインターフェースと、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記
少なくとも１つの第１のセクタと、少なくとも１つの第２のセクタと、を使用して、およ
び前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションに従って、前記ビームフォーミングトレーニングの前
記ＭＩＤフェーズを実行するように構成され、前記第１のインターフェースは、前記ビー



(2) JP 6794455 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

ムフォーミングトレーニングの前記ＭＩＤフェーズ中にフィードバックリクエストを送信
のために出力するように構成される、
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるストリームの
数を示す、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第２のインターフェースは、前記フィードバックリクエストに応答して前記フレー
ムに関連付けられたフィードバックを取得するように構成される、請求項１に記載の装置
。
【請求項４】
　前記フレームは、前記フレームに応答して前記装置によって予期されるフィードバック
のタイプを示すフィードバックタイプフィールドを備え、
　前記フィードバックタイプフィールドは、前記ビームフォーミングトレーニングのため
の前記装置による使用のための残りのセクタの数を示すように構成されたカウンタを備え
る、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記フレームは、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた無線周波数（ＲＦ）チェーン
のインジケーションをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記フレームは、前記ＲＦチェーンの前記インジケーションを含むビーム微調整プロト
コル（ＢＲＰ）フィールドを備える、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ビームフォーミングトレーニング中に、フレ
ーム間のショートビームフォーミングインターフレームスペース（ＳＢＩＦＳ）に従った
送信のために、複数のフレームを生成するように構成され、フレーム間の前記ＳＢＩＦＳ
は、前記ビームフォーミングトレーニングの前記ＭＩＤフェーズ中に使用される、請求項
１に記載の装置。
【請求項８】
　前記フレームは、ＭＩＤリクエストの受信から独立して生成されるＭＩＤ許可フィール
ドを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記１つまたは複数のビットの第１の値は、前記ビームフォーミングトレーニングが前
記ＭＩＭＯ送信方式を使用せずに実行されるべきであることを示し、
　前記１つまたは複数のビットの第２の値は、前記ビームフォーミングトレーニングが前
記ＭＩＭＯ送信方式を使用して実行されるべきであることを示す、
　請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のビットの前記第２の値はまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用され
るストリームの数を示す、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得するように構成され
た第１のインターフェースと、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用
して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーション
を備え、前記フレームはビーム微調整リクエストフィールドを備え、前記ビーム微調整リ
クエストフィールドは１つまたは複数のビットを備え、前記１つまたは複数のビットは前
記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきか
どうかの前記インジケーションを提供し、前記ビーム微調整リクエストフィールドは前記
ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）であるかまたはマルチユーザ（ＭＵ）であるかの
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インジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え、
　前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタ識別子（ＭＩＤ）フェーズを
実行するために使用される少なくとも１つの第１のセクタのインジケーションを出力する
ように構成された第２のインターフェースと、
　前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションに基づいて、前記少なくとも１つの第１のセクタと、
少なくとも１つの第２のセクタと、を使用して前記ビームフォーミングトレーニングの前
記ＭＩＤフェーズを実行するように構成される１つまたは複数のプロセッサと、前記１つ
または複数のプロセッサは、前記ＭＩＭＯ送信方式がＳＵであるかまたはＭＵであるかの
前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行するように
さらに構成され、前記第１のインターフェースは、前記ビームフォーミングトレーニング
の前記ＭＩＤフェーズ中にフィードバックリクエストを取得するように構成される、
　を備える、装置。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるストリームの
数を示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記示されたストリームの数に基づいて前記ビー
ムフォーミングトレーニングを実行するように構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第２のインターフェースは、前記フィードバックリクエストに応答して前記フレー
ムに関連付けられたフィードバックを出力するように構成される、請求項１１に記載の装
置。
【請求項１４】
　前記第２のインターフェースは、前記１つまたは複数の他のビットが前記ＭＩＭＯ送信
方式はＭＵであると示す場合、時間期間後に前記フレームに関連付けられたフィードバッ
クを出力するように構成され、前記時間期間は、ＭＵ送信シーケンスに基づいて決定され
る、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記フレームは、前記フレームに応答して送られるフィードバックのタイプを示すフィ
ードバックタイプフィールドを備え、
　前記フィードバックタイプフィールドは、前記ビームフォーミングトレーニングのため
の前記装置による使用のための残りのセクタの数を示すように構成されたカウンタを備え
る、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記フレームは、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた無線周波数（ＲＦ）チェーン
のインジケーションをさらに備え、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた前記ＲＦ
チェーンの前記インジケーションに基づいてビームフォーミングトレーニングを実行する
ように構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　前記第１のインターフェースは、前記ビームフォーミングトレーニング中に、フレーム
間のショートビームフォーミングインターフレームスペース（ＳＢＩＦＳ）に従って、複
数のフレームを取得するように構成され、フレーム間の前記ＳＢＩＦＳは、前記ビームフ
ォーミングトレーニングの前記ＭＩＤフェーズ中に使用される、請求項１１に記載の装置
。
【請求項１８】
　前記フレームは、ＭＩＤリクエストの受信から独立して生成されるＭＩＤ許可フィール
ドを備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１９】
　少なくとも１つのアンテナをさらに備え、前記第１のインターフェースは、前記少なく
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とも１つのアンテナを介して前記フレームを取得するように構成され、前記装置は、ワイ
ヤレスノードとして構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項２０】
　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　１つまたは複数のプロセッサと、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するように構成さ
れ、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミン
グトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、前記フレームはビ
ーム微調整リクエストフィールドを備え、前記ビーム微調整リクエストフィールドは１つ
または複数のビットを備え、前記１つまたは複数のビットは前記ＭＩＭＯ送信方式を使用
して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーシ
ョンを提供し、前記ビーム微調整リクエストフィールドは前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユ
ーザ（ＳＵ）であるかまたはマルチユーザ（ＭＵ）であるかのインジケーションを提供す
る１つまたは複数の他のビットを備え、
　　前記少なくとも１つのアンテナを介した送信のために前記フレームを出力するように
構成された第１のインターフェースと、
　前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタ識別子（ＭＩＤ）フェーズを
実行するために使用される少なくとも１つの第１のセクタのインジケーションを、前記少
なくとも１つのアンテナを介して取得するように構成された第２のインターフェースと、
前記１つまたは複数のプロセッサは、前記少なくとも１つの第１のセクタと、少なくとも
１つの第２のセクタと、を使用して、および前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビーム
フォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションに従って、
前記ビームフォーミングトレーニングの前記ＭＩＤフェーズを実行するように構成され、
前記第１のインターフェースは、前記ビームフォーミングトレーニングの前記ＭＩＤフェ
ーズ中にフィードバックリクエストを送信のために出力するように構成される、
　を備える、ワイヤレスノード。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本願は、２０１６年１２月１４日に出願された仮特許出願第６２/２７８，６５３号の
優先権の利益を主張する、２０１６年１２月１４日に出願された米国特許出願第１５／３
７９，１８４号の優先権を主張し、これらは、それらの全体がここでの参照により本明細
書に明確に組み込まれている。
【技術分野】
【０００２】
　本開示のある特定の態様は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、多入力
多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用するビームフォーミングトレーニングに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって、複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。こ
のような多元接続ネットワークの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク
、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、および単一キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ）ネットワークを含む。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信システムのために求められる、増加する帯域幅要件の問題に対処
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するために、複数のＳＴＡが、高いデータスループットを達成しながらチャネルリソース
を共有することによって単一のアクセスポイントと通信することを可能にするために、異
なる方式が開発されている。多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術は、通信システムのための一
般的な技法として出現してきた、１つのこのようなアプローチを表す。ＭＩＭＯ技術は、
米国電子電気学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１規格のようないくつかのワイヤレス通信規格
で採用されてきた。ＩＥＥＥ８０２．１１は、短距離通信（例えば、数十メートルから数
百メートルまで）用にＩＥＥＥ８０２．１１委員会によって開発されたワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）のエアインタフェース規格のセットを指す。
【０００５】
　[0005]６０ＧＨｚ帯域は、大量の帯域幅および広範な世界規模のオーバーラップを特徴
とする無認可帯域（unlicensed band）である。広範な帯域幅は、非常に大量の情報がワ
イヤレスに送信され得ることを意味する。結果として、各々が大量のデータの送信を必要
とする複数のアプリケーションが、６０ＧＨｚ帯域周辺のワイヤレス通信を可能にするた
めに開発され得る。このようなアプリケーションについての例は、ゲームコントローラ、
モバイル対話型デバイス、ワイヤレス高精細度ＴＶ（ＨＤＴＶ）、ワイヤレスドッキング
ステーション、ワイヤレスギガビットイーサネット（登録商標）、およびその他多くを含
むが、それらに限定されるものではない。
【０００６】
　[0006]６０ＧＨｚ帯域における動作は、より低い周波数と比較して、より小さいアンテ
ナの使用を可能にする。しかしながら、より低い周波数において動作することと比較して
、６０ＧＨｚ帯域周辺の電波は、高い大気減衰を有し、大気中のガス、雨、物体（object
s）、および同様のものによるより高いレベルの吸収を受け、より高い自由空間損失をも
たらす。より高い自由空間損失は、例えば、フェーズドアレイに配列された、多数の小さ
いアンテナを使用することによって補償され得る。
【０００７】
　[0007]複数のアンテナは、所望の方向に進行する（traveling）コヒーレントビームを
形成するように調整され得る。電界が、この方向を変更するために回転され得る。結果と
して生じる送信は、電界に基づいて偏波（偏極）される（polarized）。受信機がまた、
変化する送信極性（transmission polarity)に適合するまたはマッチするように適合し得
るアンテナを含み得る。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]本開示のシステム、方法、およびデバイスは各々、いくつかの態様を有し、これ
らのうちのいずれも、その望ましい属性を単独で担うものではない。後続する特許請求の
範囲によって表される本開示の範囲を限定することなく、ここでいくつかの特徴が簡潔に
説明される。この考察を考慮した後に、および特に「詳細な説明」と題されたセクション
を読んだ後に、当業者であれば、どのように本開示の特徴がワイヤレスネットワークにお
ける向上した通信を含む利点を提供するのかを理解するだろう。
【０００９】
　[0009]本開示の態様は、一般に、多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用するビーム
フォーミングトレーニングに関する。
【００１０】
　[0010]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するように構
成された処理システム、フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用してビーム
フォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備える、と、
送信のためにフレームを出力するように構成された第１のインターフェースと、を含む。
【００１１】
　[0011]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ
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）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェー
ズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤおよびビーム結合（ＢＣ:b
eam combining）フェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのう
ちの少なくとも１つの間に送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを生成するよ
うに構成された処理システムと、送信のためにＳＳＷフレームを出力するように構成され
たインターフェースと、を含む。
【００１２】
　[0012]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するように構
成された処理システム、フレームは少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィール
ドを備え、ここにおいて、ＳＳＷフィールドはビームフォーミングトレーニングの間に使
用されるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備える、
と、送信のためにフレームを出力するように構成されたインターフェースとを含む。
【００１３】
　[0013]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得するように構
成された第１のインターフェースと、フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使
用してビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを
備える、ＭＩＭＯ送信方式を使用してビームフォーミングトレーニングが実行されるべき
かどうかのインジケーションに基づいてビームフォーミングトレーニングを実行するよう
に構成された処理システムとを含む。
【００１４】
　[0014]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ
）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェー
ズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）
フェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１
つの間にセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを取得するように構成されたインターフェー
スと、ＳＳＷフレームを使用してビームフォーミングトレーニングを実行するように構成
された処理システムと、を含む。
【００１５】
　[0015]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得するように構
成されたインターフェースと、フレームは少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フ
ィールドを備え、ここにおいて、ＳＳＷフィールドは、ビームフォーミングトレーニング
の間に使用されるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを
備え、ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションに基づいてビ
ームフォーミングトレーニングを実行するように構成された処理システムとを含む。
【００１６】
　[0016]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。方法は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成すること、フ
レームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用してビームフォーミングトレーニング
が実行されるべきかどうかのインジケーションを備える、と、送信のためにフレームを出
力することとを含む。
【００１７】
　[0017]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。方法は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ
）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェー
ズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）
フェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１
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つの間に送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを生成することと、送信のため
にＳＳＷフレームを出力することとを含む。
【００１８】
　[0018]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。方法は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成すること、フ
レームは少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、ここにおいて、
ＳＳＷフィールドはビームフォーミングトレーニングの間に使用されるＭＩＭＯ送信方式
に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備える、と、送信のためにフレーム
を出力することとを含む。
【００１９】
　[0019]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。方法は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得することと、
フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用してビームフォーミングトレーニン
グが実行されるべきかどうかのインジケーションを備える、ＭＩＭＯ送信方式を使用して
ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションに基づい
てビームフォーミングトレーニングを実行することとを含む。
【００２０】
　[0020]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。方法は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ
）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェー
ズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）
フェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１
つの間にセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを取得することと、ＳＳＷフレームを使用し
てビームフォーミングトレーニングを実行することとを含む。
【００２１】
　[0021]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。方法は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得すること、フ
レームは少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、ここにおいて、
ＳＳＷフィールドはビームフォーミングトレーニングの間に使用されるＭＩＭＯ送信方式
に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備える、と、ＭＩＭＯ送信方式に関
連付けられたＲＦチェーンのインジケーションに基づいてビームフォーミングトレーニン
グを実行することとを含む。
【００２２】
　[0022]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するための手
段と、フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用してビームフォーミングトレ
ーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備える、送信のためにフレーム
を出力するための手段とを含む。
【００２３】
　[0023]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ
）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェー
ズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）
フェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１
つの間に送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを生成することと、送信のため
にＳＳＷフレームを出力するための手段とを含む。
【００２４】
　[0024]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するための手
段、フレームは少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、ここにお
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いて、ＳＳＷフィールドはビームフォーミングトレーニングの間に使用されるＭＩＭＯ送
信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備える、と、送信のためにフ
レームを出力するための手段とを含む。
【００２５】
　[0025]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得するための手
段、フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用してビームフォーミングトレー
ニングが実行されるべきどうかのインジケーションを備える、と、ＭＩＭＯ送信方式を使
用してビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションに
基づいてビームフォーミングトレーニングを実行するための手段とを含む。
【００２６】
　[0026]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ
）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェー
ズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）
フェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１
つの間にセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを取得するための手段と、ＳＳＷフレームを
使用してビームフォーミングトレーニングを実行するための手段とを含む。
【００２７】
　[0027]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
一般に、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得するための手
段、フレームは少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、ここにお
いて、ＳＳＷフィールドはビームフォーミングトレーニングの間に使用されるＭＩＭＯ送
信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備える、と、ＭＩＭＯ送信方
式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションに基づいてビームフォーミングトレ
ーニングを実行するための手段とを含む。
【００２８】
　[0028]本開示のある特定の態様は、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた
フレームを生成すること、フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用してビー
ムフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備える、と
、送信のためにフレームを出力することとを行うためのコンピュータ実行可能コードを記
憶するコンピュータ可読媒体を提供する。
【００２９】
　[0029]本開示のある特定の態様は、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセク
タＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプル
セクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩ
Ｄおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢＣフ
ェーズのうちの少なくとも１つの間に送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを
生成することと、送信のためにＳＳＷフレームを出力することと、を行うためのコンピュ
ータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体を提供する。
【００３０】
　[0030]本開示のある特定の態様は、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた
フレームを生成すること、フレームは少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィー
ルドを備え、ここにおいて、ＳＳＷフィールドはビームフォーミングトレーニングの間に
使用されるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備える
、と、送信のためにフレームを出力することとを行うためのコンピュータ実行可能コード
を記憶するコンピュータ可読媒体を提供する。
【００３１】
　[0031]本開示のある特定の態様は、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた
フレームを取得すること、フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用してビー
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ムフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備える、と
、ＭＩＭＯ送信方式を使用してビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどう
かのインジケーションに基づいてビームフォーミングトレーニングを実行することとを行
うためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体を提供する。
【００３２】
　[0032]本開示のある特定の態様は、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセク
タＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプル
セクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩ
Ｄおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢＣフ
ェーズのうちの少なくとも１つの間にセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを取得すること
と、ＳＳＷフレームを使用してビームフォーミングトレーニングを実行することと、を行
うためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体を提供する。
【００３３】
　[0033]本開示のある特定の態様は、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた
フレームを取得すること、フレームは少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィー
ルドを備え、ここにおいて、ＳＳＷフィールドはビームフォーミングトレーニングの間に
使用されるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備える
、と、ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションに基づいてビ
ームフォーミングトレーニングを実行することと、を行うためのコンピュータ実行可能コ
ードを記憶するコンピュータ可読媒体を提供する。
【００３４】
　[0034]本開示のある特定の態様は、ワイヤレスノードを提供する。ワイヤレスノードは
、一般に、少なくとも１つのアンテナと、ビームフォーミングトレーニングに関連付けら
れたフレームを生成すること、フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して
ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備える
、と、少なくとも１つのアンテナを介して送信のためにフレームを出力することと、を行
うように構成された処理システムとを含む。
【００３５】
　[0035]本開示のある特定の態様は、ワイヤレスノードを提供する。ワイヤレスノードは
、一般に、少なくとも１つのアンテナと、ビームフォーミングトレーニングのマルチプル
セクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチ
プルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ、ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセク
タＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢ
Ｃフェーズのうちの少なくとも１つの間に送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレー
ムを生成することと、少なくとも１つのアンテナを介してＳＳＷフレームを送信するため
に出力することと、を行うように構成された処理システムとを含む。
【００３６】
　[0036]本開示のある特定の態様は、ワイヤレスノードを提供する。ワイヤレスノードは
、一般に、少なくとも１つのアンテナと、ビームフォーミングトレーニングに関連付けら
れたフレームを生成すること、フレームは少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フ
ィールドを備え、ここにおいて、ＳＳＷフィールドはビームフォーミングトレーニングの
間に使用されるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備
える、と、少なくとも１つのアンテナを介して送信のためにフレームを出力することと、
を行うように構成された処理システムとを含む。
【００３７】
　[0037]本開示のある特定の態様は、ワイヤレスノードを提供する。ワイヤレスノードは
、一般に、少なくとも１つのアンテナと、少なくとも１つのアンテナを介して、ビームフ
ォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得すること、フレームは多入力多
出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用してビームフォーミングトレーニングが実行されるべき
かどうかのインジケーションを備える、と、ＭＩＭＯ送信方式を使用してビームフォーミ
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ングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションに基づいてビームフォー
ミングトレーニングを実行することと、を行うように構成された処理システムとを含む。
【００３８】
　[0038]本開示のある特定の態様は、ワイヤレスノードを提供する。ワイヤレスノードは
、一般に、少なくとも１つのアンテナと、少なくとも１つのアンテナを介して、ビームフ
ォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェーズ、ビー
ムフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ、ビームフォー
ミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、または
ビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間にセクタス
イープ（ＳＳＷ）フレームを取得することと、ＳＳＷフレームを使用してビームフォーミ
ングトレーニングを実行することと、を行うように構成された処理システムとを含む。
【００３９】
　[0039]本開示のある特定の態様は、ワイヤレスノードを提供する。ワイヤレスノードは
、一般に、少なくとも１つのアンテナと、少なくとも１つのアンテナを介して、ビームフ
ォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得すること、フレームは少なくと
も１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、ここにおいて、ＳＳＷフィールド
はビームフォーミングトレーニングの間に使用されるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた
ＲＦチェーンのインジケーションを備える、と、ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦ
チェーンのインジケーションに基づいてビームフォーミングトレーニングを実行すること
と、を行うように構成された処理システムと、を含む。
【００４０】
　[0040]前述した目的および関連する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、
以下に十分に説明され、特許請求の範囲において具体的に示される特徴を備える。以下の
説明および添付図面は、１つまたは複数の態様のある特定の例示的な特徴を詳細に記載す
る。しかしながら、これらの特徴は、様々な態様の原理が用いられ得る様々な方法のうち
の極一部を示しているに過ぎず、本説明は、すべてのそのような態様およびそれらの同等
物を含むように意図される。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】図１は、本開示のある特定の態様にしたがった、実例的なワイヤレス通信ネット
ワークを例示する。
【図２】図２は、本開示のある特定の態様にしたがった、実例的なアクセスポイント（Ａ
Ｐ）およびＳＴＡのブロック図である。
【図３】図３は、本開示のある特定の態様にしたがった、実例的なワイヤレスデバイスの
ブロック図である。
【図４】図４は、本開示のある特定の態様にしたがった、ビームトレーニングフェーズを
例示する実例的な呼フローである。
【図５】図５は、本開示のある特定の態様にしたがった、実例的なデュアル偏波パッチ素
子（dual polarized patch element）を例示する。
【図６】図６は、本開示のある特定の態様にしたがった、フェーズドアレイアンテナの実
装における信号伝搬を例示する。
【図７】図７は、本開示のある特定の態様にしたがった、多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信
方式を使用してビームフォーミングトレーニングを実行するためのインジケーションを提
供するための実例的な動作のフロー図である。
【図７Ａ】図７Ａは、図７に示した動作を実行することができる実例的な手段を例示する
。
【図８】図８は、本開示のある特定の態様にしたがった、ＭＩＭＯ送信方式を使用してビ
ームフォーミングトレーニングを実行するためのインジケーションを受信するための実例
的な動作のフロー図である。
【図８Ａ】図８Ａは、図８に示した動作を実行することができる実例的な手段を例示する
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。
【図９Ａ】図９Ａは、本開示のある特定の態様にしたがった、実例的なビーム微調整プロ
トコル（ＢＲＰ：beam refinement protocol）リクエストフィールドフォーマットを例示
する。
【図９Ｂ】図９Ｂは、本開示のある特定の態様にしたがった、ＭＩＭＯ送信方式がビーム
フォーミングトレーニングに使用されるかどうかのインジケーションおよび対応する数の
ストリームを例示する。
【図１０】図１０は、本開示のある特定の態様にしたがった、送信のためにセクタスイー
プ（ＳＳＷ）フレームを出力するための実例的な動作のフロー図である。
【図１０Ａ】図１０Ａは、図１０に示した動作を実行することができる実例的な手段を例
示する。
【図１１】図１１は、本開示のある特定の態様にしたがった、ＳＳＷフレームを取得する
ための実例的な動作のフロー図である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、図１１に示した動作を実行することができる実例的な手段を例
示する。
【図１２】図１２は、本開示のある特定の態様にしたがった、ＲＦチェーンのインジケー
ションを提供するための実例的な動作のフロー図である。
【図１２Ａ】図１２Ａは、図１２に示した動作を実行することができる実例的な手段を例
示する。
【図１３】図１３は、本開示のある特定の態様にしたがった、ＲＦチェーンのインジケー
ションを取得するための実例的な動作のフロー図である。
【図１３Ａ】図１３Ａは、図１３に示した動作を実行することができる実例的な手段を例
示する。
【詳細な説明】
【００４２】
　[0061]理解を容易にするために、同一の参照番号が、可能な場合、図面に共通である同
一の要素を指定するために使用されている。一実施形態において開示される要素が、具体
的な記載なしに他の実施形態に有益に利用され得ることは企図される。
【００４３】
　[0062]本開示のさまざまな態様は、添付の図面を参照して以下により十分に説明される
。しかしながら、本開示は、多くの異なる形態で具現化され得、本開示の全体にわたって
提示される任意の特定の構造または機能に限定されるものとして解釈されるべきではない
。むしろ、これらの態様は、本開示が十分かつ完全であり、当業者に本開示の範囲を十分
に伝えるように提供される。本明細書における教示に基づき、当業者は、本開示の範囲が
、本開示の任意の他の態様と独立して実現されようと、組み合わされて実現されようと、
本明細書に開示される開示の任意の態様をカバーするように意図されていることを理解す
べきである。例えば、本明細書で説明される任意の数の態様を使用して、装置が実現され
得る、または方法が実施され得る。加えて、本開示の範囲は、本明細書で説明される本開
示の様々な態様に加えて、またはそれ以外の、他の構造、機能、または構造および機能を
使用して実施されるそのような装置または方法をカバーするように意図される。本明細書
で開示される本開示の任意の態様が、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され
得ることが理解されるべきである。
【００４４】
　[0063]本開示の態様は、一般に、多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用するビーム
フォーミングトレーニングに関する。例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄにしたがったフ
レームの既存のフォーマットは、ＭＩＭＯ送信方式を使用するビームフォーミングを容易
にするように適合され得る。
【００４５】
　[0064]「例示的（exemplary）」という用語は、本明細書では、例、事例、または例示
を提供する」という意味で使用される。「例示的」なものとして本明細書に説明される任
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意の態様は、必ずしも、他の態様よりも好ましい、または利点を有するものと解釈される
べきではない。
【００４６】
　[0065]特定の態様が本明細書で説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が
、本開示の範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点が述べられるが
、本開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されるように意図されたもので
はない。むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク
、および送信プロトコルに広く適用可能であるように意図されており、そのうちのいくつ
かは、図面および好ましい態様の以下の説明において例として例示される。詳細な説明お
よび図面は、限定ではなく、本開示の単なる例示であり、本開示の範囲は、添付の特許請
求の範囲およびそれらの同等物によって定義されている。
【００４７】
　[0066]本明細書で説明される技法は、直交多重化スキームに基づく通信システムを含む
、様々なブロードバンドワイヤレス通信システムのために使用され得る。そのような通信
システムの例は、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）
システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、およびシングルキャリア周
波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システムを含む。ＳＤＭＡシステムは、複数の局に
属するデータを同時に送信するために、十分に異なる方向を利用し得る。ＴＤＭＡシステ
ムは、異なるタイムスロットに送信信号を分割することによって、複数の局が同じ周波数
チャネルを共有することを可能にし得、各タイムスロットは、異なる局に割り当てられる
。ＯＦＤＭＡシステムは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、これは、システ
ム帯域幅全体を複数の直交サブキャリアに分割する変調技法である。これらのサブキャリ
アは、トーン、ビン等とも呼ばれ得る。ＯＦＤＭでは、各サブキャリアは、データで独立
して変調され得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅にわたって分散されたサ
ブキャリア上で送信するためにインターリーブドＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）を利用し、隣接
サブキャリアのブロック上で送信するためにローカライズドＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）を利
用し、または、隣接サブキャリアの複数のブロック上で送信するためにエンハンスドＦＤ
ＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用し得る。一般に、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で
、およびＳＣ－ＦＤＭＡでは時間領域で送られる。
【００４８】
　[0067]本明細書における教示は、様々なワイヤードまたはワイヤレス装置（例えば、ノ
ード）に組み込まれ得る（例えば、それらの中で実現される、またはそれらによって実行
される）。いくつかの態様では、本明細書における教示にしたがって実現された無線ノー
ドは、アクセスポイントまたはアクセス端末を備え得る。
【００４９】
　[0068]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、ベース
トランシーバ基地局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」
）、無線ルータ、無線トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービス
セット（「ＥＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の用語を備え、こ
れらとして実現され、またはこれらとして知られ得る。
【００５０】
　[0069]アクセス端末（「ＡＴ」）は、加入者局、加入者ユニット、モバイル局（ＭＳ）
、リモート局、リモート端末、ユーザ端末（ＵＴ）、ユーザエージェント、ユーザデバイ
ス、ユーザ機器（ＵＥ）、ユーザ局、または何らかの他の用語を備え、これらとして実現
され、またはこれらとして知られ得る。いくつかの実現では、アクセス端末は、セルラ電
話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカ
ルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続能力を有する
ハンドヘルドデバイス、局（ＡＰとして機能する「ＡＰ ＳＴＡ」または「非ＡＰ ＳＴＡ
」のような「ＳＴＡ」）、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の適切な処理
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デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示される１つまたは複数の態様は、電話
（例えば、セルラ電話またはスマートフォン）、コンピュータ（例えば、ラップトップ）
、タブレット、ポータブル通信デバイス、ポータブルコンピューティングデバイス（例え
ば、携帯情報端末）、エンターテインメントデバイス（例えば、音楽またはビデオデバイ
ス、または衛星ラジオ）、全地球測位システム（ＧＰＳ）デバイス、または、ワイヤレス
またはワイヤード媒体を介して通信するように構成された任意の他の適切なデバイス中に
組み込まれ得る。いくつかの態様では、ＡＴはワイヤレスノードであり得る。そのような
ワイヤレスノードは、例えば、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクを介して、ネット
ワーク（例えば、セルラネットワークまたはインターネットのような広域ネットワーク）
のための、またはそれへの接続性を提供し得る。
実例的なワイヤレス通信システム
　[0070]図１は、本開示の態様が実行され得るシステム１００を例示する。例えば、アク
セスポイント１２０は、局（ＳＴＡ）１２０との通信中の信号品質を改善するためにビー
ムフォーミングトレーニングを実行し得る。ビームフォーミングトレーニングは、ＭＩＭ
Ｏ送信方式を使用して実行され得る。
【００５１】
　[0071]システム１００は、例えば、アクセスポイントおよび局を有する多元接続多入力
多出力（ＭＩＭＯ）システム１００であり得る。簡潔さのために、図１には１つのアクセ
スポイント１１０のみが図示されている。アクセスポイントは、一般に、局と通信する固
定局であり、基地局または何らかの他の用語で呼ばれることもある。ＳＴＡは、固定また
は可動であり得、モバイル局、ワイヤレスデバイス、または何らかの他の用語でも呼ばれ
得る。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクおよびアップリンク上で、任意の所与の
瞬間に１つまたは複数のＳＴＡ １２０と通信し得る。ダウンリンク（すなわち、順方向
リンク）は、アクセスポイントからＳＴＡへの通信リンクであり、アップリンク（すなわ
ち、逆方向リンク）は、ＳＴＡからアクセスポイントへの通信リンクである。ＳＴＡはま
た、別のＳＴＡとピアツーピア（Ｐ２Ｐ）で通信し得る。
【００５２】
　[0072]システムコントローラ１３０は、これらのＡＰおよび／または他のシステムのた
めの調整および制御を提供し得る。ＡＰは、例えば、無線周波数電力、チャネル、認証、
およびセキュリティに対する調整を扱い得る、システムコントローラ１３０によって管理
され得る。システムコントローラ１３０は、バックホールを介してＡＰと通信し得る。Ａ
Ｐはまた、例えば、ワイヤレスまたはワイヤラインバックホールを介して直接的または間
接的に、互いに通信し得る。
【００５３】
　[0073]以下の開示の一部が空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）を介して通信することができ
るＳＴＡ １２０を説明することになる一方で、ある特定の態様では、ＳＴＡ １２０はま
た、ＳＤＭＡをサポートしないいくつかのＳＴＡを含み得る。したがって、このような態
様では、ＡＰ １１０は、ＳＤＭＡ ＳＴＡと非ＳＤＭＡ ＳＴＡの両方と通信するように
構成され得る。このアプローチは、好都合なことに、より古いバージョンのＳＴＡ（「レ
ガシー」局）が事業展開され続けることを可能にし、それらの耐用寿命を延長するととも
に、より新しいＳＤＭＡ ＳＴＡが適宜に導入されることを可能にし得る。
【００５４】
　[0074]システム１００は、ダウンリンクおよびアップリンク上のデータ送信のために、
複数の送信アンテナおよび複数の受信アンテナを用いる。アクセスポイント１１０は、Ｎ

ａｐ個のアンテナを装備し、ダウンリンク送信用に多入力（ＭＩ）を、およびアップリン
ク送信用に多出力（ＭＯ）を表す。Ｋ個の選択されたＳＴＡ １２０のセットは、ダウン
リンク送信については多出力、およびアップリンク送信については多入力を集合的に表す
。純粋なＳＤＭＡでは、Ｋ個のＳＴＡのためのデータシンボルストリームが、何らかの手
段によってコード、周波数、または時間において多重化されていない場合、Ｎａｐ≧Ｋ≧
１であることが望ましい。データシンボルストリームが、ＴＤＭＡ技法、ＣＤＭＡを用い



(14) JP 6794455 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

た異なるコードチャネル、ＯＦＤＭを用いた互いに素なサブバンドのセットなどを使用し
て多重化され得る場合、Ｋは、Ｎａｐよりも大きくなり得る。各選択されたＳＴＡは、ア
クセスポイントにユーザ固有のデータを送信し、および／または、アクセスポイントから
ユーザ固有のデータを受信する。一般に、各選択されたＳＴＡは、１つまたは複数（すな
わち、Ｎｕｔ≧１）のアンテナを装備し得る。Ｋ個の選択されたＳＴＡは、同一のまたは
異なる数のアンテナを有することができる。
【００５５】
　[0075]システム１００は、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複信（ＦＤ
Ｄ）システムであり得る。ＴＤＤシステムでは、ダウンリンクおよびアップリンクは、同
じ周波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムでは、ダウンリンクおよびアップリンクは、異
なる周波数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００はまた、送信のために単一キャリア
または複数キャリアも利用し得る。各ＳＴＡは、（例えば、コストを低く抑えるために）
単一のアンテナを、または（例えば、追加のコストがサポートされ得る場合）複数のアン
テナを装備し得る。異なる複数のタイムスロットに送信／受信を分割し、各タイムスロッ
トが異なるＳＴＡ １２０に割り当てられていることによって、ＳＴＡ １２０が同じ周波
数チャネルを共有する場合、システム１００は、ＴＤＭＡシステムでもあり得る。
【００５６】
　[0076]図２は、本開示の態様を実現するために使用され得る、図１で例示されたＡＰ 
１１０およびＵＴ １２０の実例的なコンポーネントを例示する。ＡＰ １１０およびＵＴ
 １２０の１つまたは複数のコンポーネントは、本開示の態様を実施するために使用され
得る。例えば、アンテナ２２４、ＴＸ／ＲＸ２２２、プロセッサ２１０、２２０、２４０
、２４２、および／またはコントローラ２３０またはアンテナ２５２、Ｔｘ／Ｒｘ２５４
、プロセッサ２６０、２７０、２８８、および２９０、および／またはコントローラ２８
０は、本明細書で説明される、かつ図７および７Ａ、図８および８Ａ、図１０および１０
Ａ、図１１および１１Ａ、図１２および１２Ａ、および／または図１３および１３Ａを参
照して例示される動作を実行するために使用され得る。
【００５７】
　[0077]図２は、ＭＩＭＯシステム１００における、アクセスポイント１１０、２つのＳ
ＴＡ １２０ｍおよび１２０ｘのブロック図を例示する。アクセスポイント１１０は、Ｎ

ｔ個のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐを装備する。ＳＴＡ １２０ｍは、Ｎｕｔ，ｍ個の
アンテナ２５２ｍａ～２５２ｍｕを装備し、ＳＴＡ １２０ｘは、Ｎｕｔ，ｘ個のアンテ
ナ２５２ｘａ～２５２ｘｕを装備する。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクでは送
信エンティティであり、アップリンクでは受信エンティティである。各ＳＴＡ １２０は
、アップリンクでは送信エンティティであり、ダウンリンクでは受信エンティティである
。ここで使用される場合、「送信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータ
を送信することが可能な独立して動作する装置またはデバイスであり、「受信エンティテ
ィ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータを受信することが可能な独立して動作する装
置またはデバイスである。以下の説明では、下付き文字「ｄｎ」はダウンリンクを示し、
下付き文字「ｕｐ」はアップリンクを示し、Ｎｕｐ個のＳＴＡがアップリンク上の同時送
信のために選択され、Ｎｄｎ個のＳＴＡがダウンリンク上の同時送信のために選択され、
Ｎｕｐは、Ｎｄｎに等しいことも等しくないこともあり得、ＮｕｐおよびＮｄｎは、静的
な値であるか、またはスケジューリング間隔ごとに変化し得る。ビームステアリングまた
は何らかの他の空間処理技法が、アクセスポイントおよびＳＴＡにおいて使用され得る。
【００５８】
　[0078]アップリンク上では、アップリンク送信のために選択された各ＳＴＡ １２０に
おいて、送信（ＴＸ）データプロセッサ２８８が、データソース２８６からトラフィック
データを、コントローラ２８０から制御データを受信する。コントローラ２８０は、メモ
リ２８２と結合され得る。ＴＸデータプロセッサ２８８は、ＳＴＡのために選択されたレ
ートに関連付けられたコーディングおよび変調方式に基づいて、ＳＴＡのためのトラフィ
ックデータを処理し（例えば、符号化する、インターリーブする、および変調する）、デ
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ータシンボルストリームを提供する。ＴＸ空間プロセッサ２９０は、データシンボルスト
リームに対して空間処理を実行し、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナにＮｕｔ，ｍ個の送信シンボ
ルストリームを提供する。各送信機ユニット（ＴＭＴＲ）２５４は、アップリンク信号を
生成するために、それぞれの送信シンボルストリームを受信して、処理する（例えば、ア
ナログに変換する、増幅する、フィルタリングする、および周波数アップコンバートする
）。Ｎｕｔ，ｍ個の送信機ユニット２５４は、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２からアクセ
スポイントへの送信のために、Ｎｕｔ，ｍ個のアップリンク信号を提供する。
【００５９】
　[0079]Ｎｕｐ個のＳＴＡが、アップリンク上の同時送信のためにスケジュールされ得る
。これらのＳＴＡの各々は、そのデータシンボルストリームに対して空間処理を実行し、
その送信シンボルストリームのセットをアップリンク上でアクセスポイントに送信する。
【００６０】
　[0080]アクセスポイント１１０において、Ｎａｐ個のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐは
、アップリンク上で送信している全てのＮｕｐ個のＳＴＡからアップリンク信号を受信す
る。各アンテナ２２４は、受信された信号をそれぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２
２に提供する。各受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実行されたも
のと相補的な処理を実行し、受信されたシンボルストリームを提供する。ＲＸ空間プロセ
ッサ２４０は、Ｎａｐ個の受信機ユニット２２２からのＮａｐ個の受信シンボルストリー
ムに対して受信機空間処理を行い、Ｎｕｐ個の復元されたアップリンクデータシンボルス
トリームを提供する。受信機空間処理は、チャネル相関マトリクス反転（ＣＣＭＩ）、最
小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）、ソフト干渉除去（ＳＩＣ）、または何らかの他の技法にし
たがって実行される。各復元されたアップリンクデータシンボルストリームは、それぞれ
のＳＴＡによって送信されたデータシンボルストリームの推定（estimate）である。ＲＸ
データプロセッサ２４２は、復号されたデータを取得するために、そのストリームのため
に使用されたレートにしたがって、各復元されたアップリンクデータシンボルストリーム
を処理する（例えば、復調する、デインターリーブする、および復号する）。各ＳＴＡの
ための復号されたデータは、記憶のためにデータシンク２４４に提供され、および／また
は、さらなる処理のためにコントローラ２３０に提供され得る。コントローラ２３０は、
メモリ２３２と結合され得る。
【００６１】
　[0081]ダウンリンク上では、アクセスポイント１１０において、ＴＸデータプロセッサ
２１０が、ダウンリンク送信のためにスケジュールされたＮｄｎ個のＳＴＡのために、デ
ータソース２０８からトラフィックデータを受信し、コントローラ２３０から制御データ
を受信し、場合によってはスケジューラ２３４から他のデータを受信する。様々なタイプ
のデータは、異なるトランスポートチャネル上で送られ得る。ＴＸデータプロセッサ２１
０は、そのＳＴＡのために選択されたレートに基づいて、各ＳＴＡのためのトラフィック
データを処理する（例えば、符号化する、インターリーブする、および変調する）。ＴＸ
データプロセッサ２１０は、Ｎｄｎ個のＳＴＡのためのＮｄｎ個のダウンリンクデータシ
ンボルストリームを提供する。ＴＸ空間プロセッサ２２０は、Ｎｄｎ個のダウンリンクデ
ータシンボルストリームに対して（本開示において説明されるように、プリコーディング
またはビームフォーミングのような）空間処理を実行し、Ｎａｐ個のアンテナのためのＮ

ａｐ個の送信シンボルストリームを提供する。各送信機ユニット２２２は、ダウンリンク
信号を生成するために、それぞれの送信シンボルストリームを受信および処理する。Ｎａ

ｐ個の送信機ユニット２２２は、Ｎａｐ個のアンテナ２２４からＳＴＡへの送信のために
、Ｎａｐ個のダウンリンク信号を提供する。各ＳＴＡのための復号されたデータは、記憶
のためにデータシンク２７２に提供され、および／または、さらなる処理のためにコント
ローラ２８０に提供され得る。
【００６２】
　[0082]各ＳＴＡ １２０において、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２が、アクセスポイン
ト１１０から、Ｎａｐ個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は、関
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連付けられたアンテナ２５２からの受信された信号を処理し、受信されたシンボルストリ
ームを提供する。ＲＸ空間プロセッサ２６０は、Ｎｕｔ，ｍ個の受信機ユニット２５４か
らのＮｕｔ，ｍ個の受信されたシンボルストリームに対して受信機空間処理を行い、その
ＳＴＡに復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを提供する。受信機空間処理
は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥ、または何らかの他の技法にしたがって実行される。ＲＸデータ
プロセッサ２７０は、ＳＴＡのための復号されたデータを取得するために、復元されたダ
ウンリンクデータシンボルストリームを処理する（例えば、復調する、デインターリーブ
する、および復号する）。
【００６３】
　[0083]各ＳＴＡ １２０において、チャネル推定器２７８は、ダウンリンクチャネル応
答を推定して、ダウンリンクチャネル推定値を提供し、これは、チャネル利得推定値、Ｓ
ＮＲ推定値、雑音分散などを含み得る。同様に、アクセスポイント１１０において、チャ
ネル推定器２２８は、アップリンクチャネル応答を推定して、アップリンクチャネル推定
値を提供する。各ＳＴＡのためのコントローラ２８０は、典型的に、ＳＴＡのための空間
フィルタマトリクスを、そのＳＴＡのためのダウンリンクチャネル応答マトリクスＨｄｎ

，ｍに基づいて導出する。コントローラ２３０は、有効アップリンクチャネル応答マトリ
クスＨｕｐ，ｅｆｆに基づいて、アクセスポイントのための空間フィルタマトリクスを導
出する。各ＳＴＡのためのコントローラ２８０は、アクセスポイントにフィードバック情
報（例えば、ダウンリンクおよび／またはアップリンク固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推
定値など）を送り得る。コントローラ２３０および２８０はまた、それぞれ、アクセスポ
イント１１０およびＳＴＡ１２０におけるさまざまな処理ユニットの動作を制御する。
【００６４】
　[0084]図３は、ＭＩＭＯシステム１００内で用いられ得るワイヤレスデバイス３０２に
おいて利用され得る様々なコンポーネントを例示する。ワイヤレスデバイス３０２は、本
明細書で説明される様々な方法を実現するように構成され得るデバイスの例である。例え
ば、ワイヤレスデバイスは、それぞれ図８および図９で例示される動作８００および９０
０を実現し得る。ワイヤレスデバイス３０２は、アクセスポイント１１０またはＳＴＡ 
１２０であり得る。
【００６５】
　[0085]ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２の動作を制御するプロ
セッサ３０４を含み得る。プロセッサ３０４は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれる
こともある。読取専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含
み得るメモリ３０６は、プロセッサ３０４に命令およびデータを提供する。メモリ３０６
の一部はまた、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含み得る。プロセッサ
３０４は、典型的に、メモリ３０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理演算
および算術演算を実行する。メモリ３０６における命令は、本明細書において説明される
方法を実現するために実行可能であり得る。
【００６６】
　[0086]ワイヤレスデバイス３０２はまた、ワイヤレスデバイス３０２とリモートノード
の間のデータの送信および受信を可能にするために送信機３１０および受信機３１２を含
み得るハウジング３０８を含み得る。半二重システム（例えば、ＷＬＡＮ）のようないく
つかのケースでは、送信機３１０および受信機３１２が組み合わされ得る。送信機３１０
および受信機３１２は、トランシーバ３１４に組み合わされ得る。単数のまたは複数の送
信アンテナ３１６が、ハウジング３０８に取り付けられ、トランシーバ３１４に電気的に
結合され得る。ワイヤレスデバイス３０２はまた、（図示されていない）複数の送信機、
複数の受信機、および複数のトランシーバを含み得る。
【００６７】
　[0087]ワイヤレスデバイス３０２はまた、トランシーバ３１４によって受信される信号
のレベルを検出および定量化する試みにおいて使用され得る信号検出器３１８を含み得る
。信号検出器３１８は、このような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア
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当たりのエネルギー、電力スペクトル密度、および他の信号として検出し得る。ワイヤレ
スデバイス３０２はまた、信号を処理する際に使用するためのデジタルシグナルプロセッ
サ（ＤＳＰ）３２０を含み得る。
【００６８】
　[0088]ワイヤレスデバイス３０２の様々なコンポーネントは、バスシステム３２２によ
って共に結合され得、これは、データバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびス
テータス信号バスを含み得る。
実例的なビームフォーミングトレーニング
　[0089]本開示の態様は、トレーニング信号に基づいてデバイス（例えば、ＡＰおよび／
または非ＡＰ ＳＴＡ）の相対的な回転を決定するために使用され得る。いくつかのケー
スでは、トレーニング信号は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ規格にしたがって、ビ
ームフォーミング（ＢＦ）トレーニングプロセスの一部として送信され得る。相対的な回
転を知ることは、各デバイスが送信および受信のためのアンテナ設定を最適化することを
可能にし得る。
【００６９】
　[0090]実例的なＢＦトレーニングプロセスは、図４で例示される。ＢＦプロセスは、通
常、一対のミリメートル波局、例えば、受信機と送信機、によって用いられる。局の各ペ
アリングは、それらのネットワークデバイス間の後続の通信のために必要なリンクバジェ
ットを達成する。したがって、ＢＦトレーニングは、通常、セクタスイープ（sector swe
ep）を使用するＢＦトレーニングフレーム送信の双方向シーケンスを伴い、各局が送信お
よび受信の両方のための適切なアンテナシステム設定を決定することを可能にするために
必要な信号を提供する。ＢＦトレーニングが正常に終了した後、（たとえば、ミリメート
ル波）通信リンクが確立され得る。
【００７０】
　[0091]ビームフォーミングプロセスは、ミリメートル波スペクトルにおける通信に関す
る問題のうちの１つ、それは、それの高いパス損失である、に対処するのに役立つことが
できる。したがって、多数のアンテナが、通信範囲を拡張するためにビームフォーミング
利得を活用するように、各トランシーバにおいて配置される。すなわち、同じ信号は、わ
ずかに異なる時間においてであるが、アレイにおける各アンテナから送られる。
【００７１】
　[0092]図４に例示される実例的なＢＦトレーニングプロセス４００で示されるように、
ＢＦプロセスは、セクタレベルスイープ（ＳＬＳ）フェーズ４１０および後続ビーム微調
整（beam refinement）ステージ４２０を含み得る。ＳＬＳフェーズでは、ＳＴＡのうち
の１つが、イニシエータセクタスイープ４１２を実施することによってイニシエータとし
て機能し、これは応答局による送信セクタスイープ４１４によって後続される（ここで、
応答局は、レスポンダセクタスイープ（responder sector sweep）を実施する）。セクタ
は、一般に、特定のセクタＩＤに対応する受信アンテナパターンまたは送信アンテナパタ
ーンのいずれかを指す。上述されたように、局は、アンテナアレイ（例えば、フェーズド
アンテナアレイ）における１つまたは複数のアクティブなアンテナを含むトランシーバを
有し得る。
【００７２】
　[0093]ＳＬＳフェーズ４１０は通常、開始局（initiating station）がセクタスイープ
フィードバック４１６を受信し、セクタ確認応答（ＡＣＫ）４１８を送った後に終了し、
それによってＢＦを確立する。イニシエータ局および応答局の各トランシーバは、異なる
セクタを介して、セクタスイープ（ＳＳＷ）フレームの受信機セクタスイープ（ＲＸＳＳ
）受信を実施するように構成され、ここで、スイープは、連続した受信と、異なるセクタ
を介した指向性マルチギガビット（ＤＭＧ：directional Multi-gigabit）ビーコンフレ
ームまたは複数のセクタスイープ（ＳＳＷ）の送信（ＴＸＳＳ）と、の間で実行され、こ
こで、スイープは、連続した送信の間で実行される。
【００７３】
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　[0094]ビーム微調整フェーズ４２０中、各局は、その中で送信機または受信機における
アンテナ構成が送信間で変更され得るショートビームフォーミングフレーム間スペース（
ＳＢＩＦＳ：short beamforming interframe space）間隔によって分離される、送信のシ
ーケンス（４２２および４２４）をスイープし（sweep）得、結果的に最終的なＢＲＰフ
ィードバック４２６と４２８の交換となる。このように、ビーム微調整（refinement）は
、局が、送信および受信の両方のために、そのアンテナ構成（またはアンテナ重みベクト
ル）を向上させ得るプロセスである。すなわち、各アンテナは、アンテナ重みベクトル（
ＡＷＶ）を含み、それは、アンテナアレイの各素子についての励振（excitation）（振幅
および位相）を記述する重みのベクトルをさらに含む。
【００７４】
　[0095]図５は、本開示のある特定の態様による、用いられ得る実例的なデュアル偏波パ
ッチ素子５００を例示する。図５に示されるように、アンテナアレイの単一の素子が、複
数の偏波アンテナ（polarized antennas）を含み得る。複数の素子は、アンテナアレイを
形成するために共に組み合わされ得る。偏波アンテナは、放射状に間隔を置かれ得る。例
えば、図５に示されるように、水平偏波アンテナ５１０および垂直偏波アンテナ(vertica
lly polarized antenna)５２０に対応する、２つの偏波アンテナが、直角に（perpendicu
larly）配列され得る。あるいは、任意の数の偏波アンテナが使用され得る。あるいは、
またはこれに加えて、素子の１つまたは両方のアンテナがまた、円偏波され（circularly
 polarized）得る。
【００７５】
　[0096]図６は、フェーズドアレイアンテナの実現における信号伝搬６００を例示する図
である。フェーズドアレイアンテナは、同一の素子６１０－１～６１０－４（以下では、
個別に素子６１０または集合的に複数の素子６１０と称される）を使用する。信号が伝搬
される方向は、各素子６１０に対してほぼ同一の利得を生み出す一方で、複数の素子６１
０のフェーズ（位相）は異なる。これら素子によって受信される信号は、所望の方向にお
ける正確な利得で１つのコヒーレントビームに組み合わされる。アンテナ設計のさらなる
考慮事項は、電界の予期される方向である。送信機および／または受信機が互いに対して
回転されるケースでは、方向の変更に加えて、電界もまた回転される。これは、フェーズ
ドアレイが、ある特定の極性にマッチするアンテナフィードまたはアンテナを使用するこ
とによって、電界の回転を取り扱いできる（able to handle）ことと、極性変化のイベン
トにおいて、組み合わされた極性または他方の極性に適合することが可能であることとを
必要とする。
【００７６】
　[0097]信号極性についての情報は、信号の送信機の態様を決定するために使用され得る
。信号の電力は、異なる方向において偏波された異なるアンテナによって測定され得る。
アンテナは、アンテナが直交方向に偏波されるように配列され得る。例えば、第１のアン
テナが水平偏波され、第２のものが垂直偏波されるように、第１のアンテナは、第２のア
ンテナに対して直角に配列され得、ここで、第１のアンテナは水平軸を表し、第２のアン
テナは垂直軸を表す。互いに対して様々な角度で間隔を置かれた、追加のアンテナも含ま
れ得る。一度受信機が送信の極性（polarity）を決定すると、受信機は、受信された信号
にアンテナをマッチングすることによる受信を使用することによって、性能を最適化し得
る。
多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用する実例的なビームフォーミングトレーニング
　[0098]ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ ＷＬＡＮ規格のスループットを拡張するために、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１ａｙ規格が展開され得る。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｙ規格のために、
単一ユーザ（ＳＵ）ＭＩＭＯおよびマルチユーザ（ＭＵ）ＭＩＭＯのサポートが展開され
得る。
【００７７】
　[0099]ＭＩＭＯサポートの一部として、ｍｍＷａｖｅ（６０ＧＨｚ帯域）におけるビー
ムフォーミングが、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｙ規格においてサポートされ得る。既存の８
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０２．１１ａｄ規格で定められているように、すべてのＭＩＭＯのケースが既存のビーム
フォーミングプロトコルを適応させ得る。既存のビームフォーミング技法は、ビーム微調
整プロトコル（ＢＲＰ）、セクタスイープ（ＳＳＷ）メッセージ、およびビームフォーミ
ングリクエストフィールド（例えば、ＢＲＰリクエストフィールド）のような対応フィー
ルドに基づき得る。しかしながら、これらメッセージは、ＭＩＭＯビームフォーミングに
適していない可能性がある。よって、ＭＩＭＯ送信方式を使用するビームフォーミングを
可能とするためのＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ規格への適応が必要となる。
【００７８】
　[0100]本開示の態様は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄにしたがった既存のフィールドが再
利用されることを可能にする方法でＩＥＥＥ８０２．１１ａｙ（ＭＩＭＯビームフォーミ
ング）に使用される既存のＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ規格を適応させるために、ＩＥＥＥ
８０２．１１ａｄ規格の分野、方法、フロー、および制限に対する一連の変化を提供する
。
【００７９】
　[0101]図７は、本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレス通信のための実例的
な動作７００のフロー図である。動作７００は、装置（例えば、ＴＸデバイス）によって
、例えば、（例えば、ＡＰ １１０またはＳＴＡ １２０のような）アクセスポイント（Ａ
Ｐ）または局（ＳＴＡ）によって、実行され得る。
【００８０】
　[0102]動作７００は、７０２において、ビームフォーミングトレーニングに関連付けら
れたフレームを生成することによって開始し、フレームは、ＭＩＭＯ送信方式使用してビ
ームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備える。
７０４において、装置は、送信のためにフレームを出力し得る。
【００８１】
　[0103]図８は、本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレス通信のための実例的
な動作８００のフロー図である。動作８００は、装置（例えば、ＲＸデバイス）によって
、例えば、（例えば、ＡＰ １１０またはＳＴＡ １２０のような）アクセスポイント（Ａ
Ｐ）または局（ＳＴＡ）によって、実行され得る。
【００８２】
　[0104]動作８００は、８０２において、ビームフォーミングトレーニングに関連付けら
れたフレームを取得することによって開始し、フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信
方式を使用してビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケー
ションを備える。８０４において、装置は、ＭＩＭＯ送信方式を使用してビームフォーミ
ングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションに基づいてビームフォー
ミングトレーニングを実行し得る。
【００８３】
　[0105]ある特定の態様において、フレームは、ビーム微調整リクエストフィールド（例
えば、ＢＲＰリクエストフィールド）を含み得、それは、ＭＩＭＯ送信方式を使用してビ
ームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを提供する
ための１つまたは複数のビットを含み得る。ある特定の態様では、１つまたは複数のビッ
トはまた、ＭＩＭＯ送信方式に使用されるストリームの数を示し得る。
【００８４】
　[0106]図９Ａは、本開示のある特定の態様にしたがった、ＭＩＭＯ送信方式および／ま
たは対応する数のストリームを使用してビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかを示すために使用される１つまたは複数のビットを含み得る実例的なビームフ
ォーミングリクエスト９００フォーマットを例示する。例示されるように、ビームフォー
ミングリクエストフィールドは、そのようなインジケーションを提供するために使用され
得る１つまたは複数のリザーブされたビットを含み得る。
【００８５】
　[0107]図９Ｂは、本開示のある特定の態様にしたがった、ＭＩＭＯ送信方式が使用され
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ているかどうかを示すために使用される２つのビット、および対応する数のストリームを
示す。ある特定の態様において、２つのビットは、ビット２８および２９のようなビーム
フォーミングリクエストフィールドのリザーブされたビットに対応し得る。示されるよう
に、両方のビットについて「０」の値は、ＭＩＭＯ送信方式が使用されていないことを示
し得る。「０１」の値は、２ｘ２のＭＩＭＯ送信方式であることを示し得、「１０」の値
は、３ｘ３のＭＩＭＯ送信方式であることを示し得、「１１」の値は、４ｘ４のＭＩＭＯ
送信方式であることを示し得る。
【００８６】
　[0108]図９Ａにおいて示唆されたビットは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄの既存のフィー
ルドフォーマット、既存のフレーム、および既存の手順を再利用しながら、ＭＩＭＯ特有
の動作を容易にし得る。ある特定の態様では、ＭＩＭＯ送信方式が使用されるかどうかの
インジケーション、および対応する数のストリームは、ビームフォーミングトレーニング
の最適化フェーズ中に使用され得る。
【００８７】
　[0109]ある特定の態様では、ビームフォーミングリクエストフィールド９００は、ＭＩ
ＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユーザ（ＭＵ）かどうかのインジケーション
を提供するための１つまたは複数のビットを含み得る。例えば、ビームフォーミングリク
エストフィールド９００の別のビット（例えば、リザーブされたビット２７）は、ＭＵ－
ＭＩＭＯまたはＳＵ－ＭＩＭＯ送信方式がビームフォーミングトレーニングに使用されて
いるかどうかを示すために再割り当てされ得る。例えば、このビットが設定された場合、
ビームフォーミングリクエストフィールド９００がＭＩＭＯ送信方式を使用するビームフ
ォーミングトレーニングをリクエストしていることを示す。ビットがクリアされた場合、
ビームフォーミングリクエストフィールド９００が単一入力単一出力（ＳＩＳＯ）送信方
式またはＳＵ－ＭＩＭＯ送信方式を使用するビームフォーミングトレーニングをリクエス
トしていることを示す。
【００８８】
　[0110]この追加のビットは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ規格の既存のフィールドフォー
マット、既存のフレーム、および既存の手順を再利用しながら、ＭＵ－ＭＩＭＯ特有の動
作を実行することを容易にし得る。
【００８９】
　[0111]ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ規格では、フィールドバックタイプフィールド（「Ｆ
ＢＣＫ－ＴＹＰＥフィールド」）は、ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた
フレームに含まれ得る。このフィードバックタイプフィールドは、フレームの送信に応答
して予期されるフィードバックのタイプを示すために使用され得る。さらに、フィードバ
ックタイプフィールドは、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｄにしたがって、信号対雑音比（
ＳＮＲ）サブフィールドおよびチャネル測定サブフィールドにおける測定値の数を示し得
る、いくつかの測定値フィールド（Ｎｍｅａｓ）を含み得る。
【００９０】
　[0112]ビームフォーミングトレーニング（例えば、ビームフォーミングトレーニングの
ＢＲＰフェーズ）は、例えば、マルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェーズ、
マルチプルセクタＩＤフェーズ、ＭＩＤプラスビーム結合（ＢＣ）フェーズ、およびＢＣ
フェーズのような、複数のフェーズを伴い得る。本開示のある特定の態様では、ＭＩＭＯ
送信方式を使用してビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ中に送られるビー
ムフォーミングトレーニングフレーム（例えば、ＢＲＰフレーム）は、Ｎｍｅａｓフィー
ルドの値をセクタカウントダウンとなるように設定し得る。例えば、セクタカウントダウ
ンは、ビームフォーミングトレーニング中に送信のための残りのセクタの数を示すように
構成されるカウンタであり得る。
【００９１】
　[0113]ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄにしたがって、フィードバックタイプフィールドは、
ＳＮＲ現フィールド（SNR present field）およびチャネル測定現フィールド（channel m
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easurement present field）のような、いくつかのフィールドを含み得る。これらフィー
ルドは、チャネル測定フィードバックの一部として、ＳＮＲサブフィールドのような、他
のサブフィールドの存在を示すために使用され得る。本開示のある特定の態様において、
ＢＲＰ送信では、測定フィードバック要素が存在しない可能性があるため、これらすべて
の「現」フィールドは、０に設定され得る。
【００９２】
　[0114]ある特定の態様では、Ｎｍｅａｓフィールドは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ規格
で定められている「セクタスイープフィールド」における「ＣＤＯＷＮ」フィールドと同
じ動きを有し得る。ＣＤＯＷＮフィールドは、ＴＸＳＳ終了までの残りの指向性ＤＭＧビ
ーコンフレーム送信の数、またはＴＸＳＳおよび／またはＲＸＳＳ終了までの残りのＳＳ
Ｗフレーム送信の数を示すダウンカウンタである。このフィールドは、最後のフレームの
ＤＭＧビーコンおよびＳＳＷフレーム送信において０に設定され得る。
【００９３】
　[0115]セクタカウントダウンを示すためにＮｍｅａｓフィールドを使用することによっ
て、セクタカウントダウンはＢＲＰフレームにおいて示され得るが、そうでなければその
ようなインジケーションを提供できない、およびセクタカウントダウンのインジケーショ
ンに使用され得るリザーブされたビットを有することができない。これは、ＩＥＥＥ８０
２．１１ａｄ規格の既存のフィールドフォーマット、既存のフレーム、および既存の手順
を再利用しながら、ビームフォーミングトレーニング中のＭＩＭＯ ＭＩＤ特有の動作を
可能にする。
【００９４】
　[0116]ビームフォーミングトレーニング中、複数のＢＲＰフレームが送信され得る。Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１ａｄにしたがって、ＢＲＰフレームは、ビームフォーミングトレーニ
ングのＭＩＤフェーズ中にフレーム間のショートインターフレームスペース（ＳＩＦＳ）
で送信され得る。本開示のある特定の態様では、ＢＲＰフレームは、ＭＩＭＯ送信方式を
使用するビームフォーミングのＭＩＤフェーズ中にフレーム間のショートビームフォーミ
ングインターフレームスペース（ＳＢＩＦＳ）を使用して送信され得る。フレーム間のＳ
ＢＩＦＳを用いてＢＲＰフレームを送信することによって、送信時間が低減され得、それ
は、関係しているすべてのデバイスの電力消費を節約し、媒体利用率（medium utilizati
on）を節約する。
【００９５】
　[0117]既存のビームフォーミングトレーニングプロトコル（例えば、ＩＥＥＥ８０２．
１１ａｄ）にしたがったビームフォーミングトレーニングは、ビームフォーミングトレー
ニングのＭＩＤフェーズおよびＢＣフェーズ中の応答メッセージに応答して送られる許可
メッセージについて指定し得る。本開示のある特定の態様では、ＭＩＭＯ送信方式を使用
するビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ中、ＢＲＰフレームは、ＭＩＤ許
可（例えば、ＭＩＤ許可フィールド＝１）および関連情報要素と共に送られ得、ＭＩＤ許
可は、前のＭＩＤリクエストに応答しない可能性がある。許可を受信する装置が応じる（
comply）ことができない場合、例えば、許可はＭＩＤリクエストに応答しているのではな
いため、当該受信装置は、誤りメッセージを送る可能性がある。この変更は、いかなる悪
影響もなしに（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄにしたがって）既存のフレームフォー
マットを再利用しながら、プロトコル遅延の短縮、時間、電力、および媒体利用率の節約
を可能にする。
【００９６】
　[0118]既存のプロトコルは、受信機によって示されるセクタのリストを使用するために
ＭＩＤメッセージの送信機について指定し得る。例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄは、
ビームフォーミングトレーニングの受信ＭＩＤフェーズにおいて、レスポンダが、選択さ
れた送信セクタのうちの１つから１つの受信ＢＲＰパケットをそれぞれ送信することを示
す。
【００９７】
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　[0119]本開示のある特定の態様では、ＭＩＤ送信機は、ＭＩＭＯ送信方式を使用するビ
ームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ中に受信機によって示されるセクタを加
え得る、および／またはそれからセクタを取り除き得る。すなわち、ＭＩＤ送信機は、Ｍ
ＩＭＯビームフォーミングを改善するためにアルゴリズムにしたがってセクタを加える、
および／または取り除き得る。例えば、送信機がＭＩＭＯビームフォーミング中にセクタ
を加える、および／または取り除くことを可能にすることで、送信機は、複数の受信機で
ビームフォーミングを実行することが可能であり得る。送信機は、第１の受信機によって
少なくとも１つのセクタのインジケーションを、第２の受信機によって少なくとも１つの
セクタのインジケーションを取得し得る。送信機は、送信機が第１および第２の受信機の
両方を共にトレーニングすることができるようにビームフォーミングトレーニングを実行
するために、例えば、第１および第２の受信機によって示されるような、第１および第２
のセクタの両方を使用し得る。
【００９８】
　[0120]この変更は、送信時間の低減を可能にし、それは、既存のフレームフォーマット
を再利用しながら、直接的に、関係しているすべてのデバイスの消費電力を節約し、媒体
利用率を節約する。この技法はまた、ＭＩＭＯビームフォーミングを改善するために、す
べての利用可能なセクタの使用を許可しながら、これらセクタを使用してセクタレベルス
イープ（ＳＬＳ）を回避する。
【００９９】
　[0121]例えば、ＭＩＭＯ送信方式を使用して、複数の受信機（例えば、ＳＴＡ）でビー
ムフォーミングトレーニングを実行する場合、２つ以上のＳＴＡがＭＩＤ受信アクティビ
ティを受信および実行し得る。よって、２つ以上のＳＴＡがＢＲＰフレームを受信し、Ｂ
ＲＰフレームに対するフィードバックを送信している可能性がある。よって、複数の受信
機の各々からのＢＲＰフィードバックが衝突し、互いに干渉を引き起こす可能性がある。
【０１００】
　[0122]本開示のある特定の態様は、各受信機がＢＲＰフレームを受信した後に、ＢＲＰ
フィードバックを自動的に送信するのを防ぐことができる。むしろ、各受信機は、マルチ
ユーザシーケンスにしたがって、ＢＲＰフレームに対応するフィードバックを送り得る。
例えば、各受信機は、フィードバックリクエストのようなインジケーションを受信すると
、または各受信機からのＢＲＰフィードバック送信が衝突しないように予め決定された時
間期間（例えば、タイムアウト期間）を待った後で、フィードバックを送信するように構
成され得る。タイムアウト期間は、誤り問題に対処し、デッドロック状況を回避するため
に使用され得る。この変更は、応答（フィードバックメッセージ）の衝突を避けながら、
ＭＵ－ＭＩＭＯ送信方式を使用するビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズの
ための既存のＢＲＰフレームの再利用を可能にする。
【０１０１】
　[0123]ビームフォーミングトレーニングのセクタレベルスイープ（ＳＬＳ）フェーズは
、ビーコン送信間隔（ＢＴＩ：beacon transfer interval）およびデータ送信間隔（ＤＴ
Ｉ：data transfer interval）においてＳＳＷフレームを使用するＴＸＳＳを伴い得る。
ＩＥＥＥ８０２．１１－ＲＥＶｍｃ／Ｄ４．３では、セクタスイープの一部として送信さ
れるフレームがトレーニング（ＴＲＮ）フィールドを含まないことが示された。
【０１０２】
　[0124]本開示のある特定の態様は、ＳＳＷフレームが、フェーズＭＩＤＣ、ＭＩＤ、Ｍ
ＩＤ＋ＢＣ、およびＢＣのうちの少なくとも１つにおいて、ＭＩＭＯ送信方式を使用する
ビームフォーミング中に使用され得ることを提供する。
【０１０３】
　[0125]図１０は、本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレス通信のための実例
的な動作１０００のフロー図である。動作１０００は、装置（例えば、ＴＸデバイス）に
よって、例えば、（例えば、ＡＰ １１０またはＳＴＡ １２０のような）アクセスポイン
ト（ＡＰ）または局（ＳＴＡ）によって、実行され得る。
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【０１０４】
　[0126]動作１０００は、１００２において、ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤ
Ｃフェーズ、ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ、ビームフォーミングト
レーニングのＭＩＤおよびＢＣフェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢＣ
フェーズのうちの少なくとも１つの間での送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレー
ムを生成することによって開始する。８０４において、装置は、送信のためにＳＳＷフレ
ームを出力し得る。
【０１０５】
　[0127]図１１は、本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレス通信のための実例
的な動作１１００のフロー図である。動作１１００は、装置（例えば、ＲＸデバイス）に
よって、例えば、（例えば、ＡＰ １１０またはＳＴＡ １２０のような）アクセスポイン
ト（ＡＰ）または局（ＳＴＡ）によって、実行され得る。
【０１０６】
　[0128]動作１１００は、１１０２において、ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤ
Ｃフェーズ、ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ、ビームフォーミングト
レーニングのＭＩＤおよびＢＣフェーズ、またはビームフォーミングトレーニングのＢＣ
フェーズのうちの少なくとも１つの間にセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを取得するこ
とによって開始する。８０４において、装置は、ＳＳＷフレームを使用してビームフォー
ミングトレーニングを実行し得る。
【０１０７】
　[0129]ある特定の態様では、ＳＳＷフレームが、フェーズＭＩＤＣ、ＭＩＤ、ＭＩＤ＋
ＢＣ、およびＢＣのうちの少なくとも１つにおいて、ＭＩＭＯ送信方式を使用するビーム
フォーミングトレーニング中にＴＲＮフィールドを含み得る。ＳＳＷフレームがビームフ
ォーミングトレーニングのＭＩＤＣ、ＭＩＤ、ＭＩＤ＋ＢＣ、およびＢＣフェーズ中にＴ
ＲＮフィールドを含むことを可能にすることで、送信時間が低減され得、それは、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ａｄの既存のフレームフォーマットを再利用しながら、関係しているすべ
てのデバイスの消費電力を節約し、媒体利用率を節約する。
【０１０８】
　[0130]ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄにしたがったＳＳＷおよびＢＲＰフィールドは、アン
テナＩＤを含み得、それは「ＤＭＧアンテナＩＤ」と呼ばれることもあり得る。アンテナ
ＩＤは、送信機が送信のために現在使用しているＤＭＧアンテナを示し得る。本開示のあ
る特定の態様では、ＳＳＷおよびＢＲＰフィールドのアンテナＩＤフィールドは、ビーム
フォーミングトレーニングのためのＭＩＭＯ送信方式を使用するとき、ＲＦチェーンを示
すように再割り当てされ得る。ＲＦチェーンＩＤは、処理チェーンを送信または受信する
ＭＩＭＯに関連付けられたＲＦチェーンを指定するインデックスであり得る。ＭＩＭＯを
サポートするＳＴＡは、それが有するＲＦチェーンの各々を介して独立した空間ストリー
ムを送信／受信することが可能であり得る。この変更は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄにし
たがって既存のフィールドを使用することでＭＩＭＯ送信方式を使用するビームフォーミ
ングにとって重要であり得る、ＲＦチェーンＩＤフィールドのシグナリングを可能にする
。
【０１０９】
　[0131]図１２は、本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレス通信のための実例
的な動作１２００のフロー図である。動作１２００は、装置（例えば、ＴＸデバイス）に
よって、例えば、（例えば、ＡＰ １１０またはＳＴＡ １２０のような）アクセスポイン
ト（ＡＰ）または局（ＳＴＡ）によって、実行され得る。
【０１１０】
　[0132]動作１２００は、１２０２において、ビームフォーミングトレーニングに関連付
けられたフレームを生成することによって開始し、フレームは少なくとも１つのセクタス
イープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、ここにおいて、ＳＳＷフィールドはビームフォーミ
ングトレーニングの間に使用されるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのイ
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ンジケーションを備える。８０４において、装置は、送信のためにフレームを出力し得る
。
【０１１１】
　[0133]図１３は、本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレス通信のための実例
的な動作１３００のフロー図である。動作１３００は、装置（例えば、ＲＸデバイス）に
よって、例えば、（例えば、ＡＰ １１０またはＳＴＡ １２０のような）アクセスポイン
ト（ＡＰ）または局（ＳＴＡ）によって、実行され得る。
【０１１２】
　[0134]動作１３００は、１３０２において、ビームフォーミングトレーニングに関連付
けられたフレームを生成することによって開始し、フレームは少なくとも１つのセクタス
イープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、ここにおいて、ＳＳＷフィールドはビームフォーミ
ングトレーニングの間に使用されるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのイ
ンジケーションを備える。１３０４において、装置は、ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられ
たＲＦチェーンのインジケーションに基づいてビームフォーミングトレーニングを実行し
得る。
【０１１３】
　[0135]本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数
のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなく互いに置き換えられ得る。言い換えれば、ステップま
たはアクションの特定の順序が明記されない限り、特定のステップおよび／またはアクシ
ョンの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく修正され得る。
【０１１４】
　[0136]ここで使用される場合、アイテムのリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す表
現は、単一のメンバ（members）を含む、それらのアイテムの任意の組合せを指す。例と
して、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、
ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－ｃ、ならびに同一の要素の重複を有する任意の組合せ（例えば、
ａ－ａ、ａ－ａ－ａ、ａ－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ－
ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｃ、ｃ－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、またはａ、ｂ、およびｃのその他任意
の順序）をカバーするように意図される。
【０１１５】
　[0137]ここで使用される場合、「決定すること」という用語は、幅広い動作を包含する
。例えば、「決定すること」は、計算すること（calculating）、計算すること（computi
ng）、処理すること、導出すること、調査すること、ルックアップすること（例えば、表
、データベース、または別のデータ構造においてルックアップすること）、確定すること
、および同様のことを含み得る。また、「決定すること」は、受信すること（例えば、情
報を受信すること）、アクセスすること（例えば、メモリにおけるデータにアクセスする
こと）、等を含み得る。また、「決定すること」は、解決すること、選択すること、選ぶ
こと、確立すること等を含み得る。
【０１１６】
　[0138]いくつかのケースでは、フレームを実際に送信するのではなく、デバイスは、送
信のためにフレームを出力するためのインターフェースを有し得る。例えば、プロセッサ
は、送信のためのＲＦフロントエンドに、バスインターフェースを介して、フレームを出
力し得る。同様に、フレームを実際に受信するのではなく、デバイスは、別のデバイスか
ら受信されるフレームを取得するためのインターフェースを有し得る。例えば、プロセッ
サは、送信のためのＲＦフロントエンドから、バスインターフェースを介して、フレーム
を取得（または受信）し得る。
【０１１７】
　[0139]上記で説明された方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能な任
意の適切な手段によって実行され得る。手段は、それに限定されるものではないが、回路
、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々なハードウェアお
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よび／またはソフトウェアの（１つまたは複数の）コンポーネントおよび／または（１つ
または複数の）モジュールを含み得る。一般に、図面に例示された動作がある場合、これ
らの動作は、同様の番号付けを有する、対応する対をなすミーンズプラスファンクション
のコンポーネントを有し得る。例えば、図７に例示された動作７００、図８に例示された
動作８００、図１０の動作１０００、図１１の動作１１００、図１２の動作１２００、お
よび図１３の動作１３００は、それぞれ、図７Ａに例示された手段７００Ａ、図８Ａに例
示された手段８００Ａ、図１０Ａに例示された手段１０００Ａ、図１１Ａに例示された手
段１１００Ａ、図１２Ａに例示された手段１２００Ａ、および図１３Ａに例示された手段
１３００Ａに対応する。
【０１１８】
　[0140]例えば、受信するための手段および取得するための手段は、図２に例示されたＳ
ＴＡ １２０の受信機（例えば、トランシーバ２５４の受信機ユニット）および／または
（１つまたは複数の）アンテナ２５２、または、図２に例示されたアクセスポイント１１
０の受信機（例えば、トランシーバ２２２の受信機ユニット）および／または（１つまた
は複数の）アンテナ２２４であり得る。送信するための手段は、図２に例示されたＳＴＡ
 １２０の送信機（例えば、トランシーバ２５４の送信機ユニット）および／または（１
つまたは複数の）アンテナ２５２、または、図２に例示されたアクセスポイント１１０の
送信機（例えば、トランシーバ２２２の送信機ユニット）および／または（１つまたは複
数の）アンテナ２２４であり得る。出力するための手段はまた、例えば、送信のためにプ
ロセッサからＲＦフロントエンドへフレームを出力するための送信機またはバスインター
フェースであり得る。
【０１１９】
　[0141]推定するための手段、実行するための手段、生成するための手段、含めるための
手段、決定するための手段、および提供するための手段は、処理システムを備え得、それ
は、図２に例示されたＳＴＡ １２０のＲＸデータプロセッサ２７０、ＴＸデータプロセ
ッサ２８８、および／またはコントローラ２８０、または、図２に例示されたアクセスポ
イント１１０のＴＸデータプロセッサ２１０、ＲＸデータプロセッサ２４２、および／ま
たはコントローラ２３０のような、１つまたは複数のプロセッサを含み得る。
【０１２０】
　[0142]ある特定の態様によると、このような手段は、ＰＨＹヘッダーにおける即時反応
のインジケーションを提供するために、上述された様々なアルゴリズムを（例えば、ハー
ドウェアにおいて、またはソフトウェア命令を実行することによって）実現することによ
って、対応する機能を実行するように構成された処理システムによって実現され得る。例
えば、一度目に（at a first time）別の装置への送信のために第１のフレームを出力す
るためのアルゴリズムと、二度目に(at a second time)第１のフレームに応答して他の装
置によって送信された第２のフレームを取得するためのアルゴリズムと、送信インターフ
ェースを介した他の装置への送信のために第３のフレームを生成するためのアルゴリズム
、第３のフレームは、一回目と二回目の差を示す情報および第１のフレームのデパーチャ
角（an angle of departure）または第２のフレームの到来角（an angle of arrival）の
うちの少なくとも１つのインジケーションを含む。別の例では、他の装置から受信された
第１のフレームに応答して別の装置への送信のために第２のフレームを出力するためのア
ルゴリズムと、第２のフレームに応答して他の装置によって送信された第３のフレームを
取得するためのアルゴリズム、ここで、第３のフレームは、一度目と二度目の差を示す情
報および第１のフレームのデパーチャ角または第２のフレームの到来角のうちの少なくと
も１つのインジケーションを含む、と、一度目と二度目の差および第１のフレームのデパ
ーチャ角または第２のフレームの到来角のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に基
づいて他の装置と比較して装置の位置を推定するためのアルゴリズム。
【０１２１】
　[0143]本開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
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（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラ
マブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタロジック、個別ハードウ
ェアコンポーネント、または本明細書で説明された機能を実行するように設計されたこれ
らの任意の組み合わせを用いて実現または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプ
ロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の商業的に利用可能なプロセッ
サ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッ
サはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセ
ッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複数の
マイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成として実現され得る。
【０１２２】
　[0144]ハードウェアで実現された場合、実例的なハードウェア構成は、ワイヤレスノー
ド中の処理システムを備え得る。処理システムは、バスアーキテクチャを用いて実現され
得る。バスは、処理システムの特定のアプリケーションおよび全体的な設計制約に依存し
て、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。バスは、プロセッサ、機械可読
媒体、およびバスインターフェースを含む様々な回路を共にリンクし得る。バスインター
フェースは、特に、ネットワークアダプタをバスを介して処理システムに接続するために
使用され得る。ネットワークアダプタは、ＰＨＹレイヤの信号処理機能を実現するために
使用され得る。ＳＴＡ １２０（図１を参照）のケースでは、ユーザインターフェース（
例えば、キーパッド、ディスプレイ、マウス、ジョイスティック、等）もまた、バスに接
続され得る。バスはまた、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ、電力管理回
路、等のような様々な他の回路をリンクさせ得、これらは、当該技術分野において周知で
あるのでこれ以上説明されない。プロセッサは、１つまたは複数の汎用および／または専
用プロセッサを用いて実現され得る。例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ
、ＤＳＰプロセッサ、およびソフトウェアを実行することができる他の回路を含む。当業
者であれば、特定のアプリケーションおよびシステム全体に課せられる全体的な設計制約
に依存して、処理システムに関して説明された機能を実現するのに最良の方法を認識する
であろう。
【０１２３】
　[0145]ソフトウェアで実現される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上で、１つまた
は複数の命令またはコードとして送信または記憶され得る。ソフトウェアは、ソフトウェ
ア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはそ
の他の方法で称されるかにかかわらず、命令、データ、またはこれらの任意の組み合わせ
を意味するように広く解釈されるべきである。コンピュータ可読媒体は、１つの場所から
別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体とコ
ンピュータ記憶媒体の両方を含む。プロセッサは、バスの管理と、機械可読記録媒体上に
記憶されたソフトウェアの実行を含む汎用処理とを担い得る。コンピュータ可読記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、および／または記憶媒体に情報を書き込
むことができるように、プロセッサに結合され得る。代替として、記憶媒体はプロセッサ
に一体化することができる。例として、機械可読媒体は、伝送回線、データによって変調
された搬送波、および／またはワイヤレスノードとは別個にその上に記憶された命令を有
するコンピュータ可読記憶媒体を含み得、これら全ては、バスインターフェースを通じて
プロセッサによってアクセスされ得る。代替として、またはこれに加えて、機械可読媒体
、またはその任意の部分は、キャッシュおよび／または汎用レジスタファイルでのケース
でそうであり得るように、プロセッサに組み込まれ得る。機械可読記憶媒体の例は、例と
して、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（読取専用メモリ
）、ＰＲＯＭ（プログラマブル読取専用メモリ）、ＥＰＲＯＭ（消去可能なプログラマブ
ル読取専用メモリ）、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）（電気的に消去可能なプログラマブル読
取専用メモリ）、レジスタ、磁気ディスク、光ディスク、ハードドライブ、または任意の
他の適切な記憶媒体、またはこれらの任意の組み合わせを含み得る。機械可読媒体は、コ
ンピュータプログラム製品に組み込まれ得る。
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【０１２４】
　[0146]ソフトウェアモジュールは、単一の命令、または多くの命令を備え得、いくつか
の異なるコードセグメントにわたって、異なるプログラム間で、および複数の記憶媒体に
わたって、分散され得る。コンピュータ可読媒体は、いくつかのソフトウェアモジュール
を備え得る。ソフトウェアモジュールは、プロセッサのような装置によって実行されると
、様々な機能を処理システムに実行させる命令を含む。ソフトウェアモジュールは、送信
モジュールおよび受信モジュールを含み得る。各ソフトウェアモジュールは、単一の記憶
デバイス内に存在し得るか、または複数の記憶デバイスにわたって分散され得る。例とし
て、ソフトウェアモジュールは、トリガリングイベントが生じたときに、ハードドライブ
からＲＡＭにロードされ得る。ソフトウェアモジュールの実行中、プロセッサは、アクセ
ス速度を増大させるために、命令のうちのいくつかをキャッシュにロードし得る。その後
、１つまたは複数のキャッシュラインが、プロセッサによる実行のために汎用レジスタフ
ァイルにロードされ得る。以下でソフトウェアモジュールの機能に言及する場合、そのよ
うな機能は、そのソフトウェアモジュールからの命令を実行するとき、プロセッサによっ
て実現されるということが理解されるであろう。
【０１２５】
　[0147]また、いずれの接続手段も、厳密には、コンピュータ可読媒体と称される。例え
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線（ＩＲ）、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレ
ス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合に
は、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線
、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用
される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）
、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フ
ロッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ここで
ディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（discs）は、レーザ
ーを用いて光学的にデータを再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ
可読媒体は、非一時的なコンピュータ可読媒体（例えば、有形媒体）を備え得る。加えて
、他の態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的なコンピュータ可読媒体（例えば、信
号）を備え得る。上記の組合せもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきで
ある。
【０１２６】
　[0148]したがって、ある特定の態様は、ここで提示された動作を実行するためのコンピ
ュータプログラム製品を備え得る。例えば、そのようなコンピュータプログラム製品は、
その上に命令が記憶された（および／または符号化された）コンピュータ可読媒体を備え
得、命令は、本明細書で説明された動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサに
よって実行可能である。例えば、一回目に別の装置への送信のために第１のフレームを出
力するための命令と、二回目に第１のフレームに応答して他の装置によって送信された第
２のフレームを取得するための命令と、送信インターフェースを介した他の装置への送信
のために第３のフレームを生成するための命令であり、第３のフレームは、一回目と二回
目の差を示す情報および第１のフレームの離脱角または第２のフレームの到来角のうちの
少なくとも１つのインジケーションを含む。別の例では、他の装置から受信された第１の
フレームに応答して別の装置への送信のために第２のフレームを出力するための命令と、
第２のフレームに応答して他の装置によって送信された第３のフレームを取得するための
命令と、ここで、第３のフレームは、一回目と二回目の差を示す情報および第１のフレー
ムの離脱角または第２のフレームの到来角のうちの少なくとも１つのインジケーションを
含む、一回目と二回目の差および第１のフレームの離脱角または第２のフレームの到来角
のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に基づいて他の装置に関連する装置の位置を
推定するための命令である。
【０１２７】
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　[0149]さらに、本明細書で説明された方法および技法を実行するためのモジュールおよ
び／または他の適切な手段は、適宜、ＳＴＡおよび／または基地局によって、ダウンロー
ドされ得ること、および／または、別の方法で取得され得ることが理解されるべきである
。例えば、そのようなデバイスは、本明細書で説明された方法を実行するための手段の転
送を容易にするためにサーバに結合されることができる。代替として、本明細書で説明さ
れた様々な方法は、ＳＴＡおよび／または基地局が、デバイスに記憶手段を結合または提
供する際に、様々な方法を得ることができるように、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ
、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクのような物理記憶媒体、等）を
介して提供されることができる。さらに、本明細書で説明される方法および技法をデバイ
スに提供するための任意の他の適切な技法が、利用されることができる。
【０１２８】
　[0150]特許請求の範囲は、上記に例示された厳密な構成およびコンポーネントに限定さ
れないことが理解されるべきである。様々な修正、変更、および変形が、特許請求の範囲
から逸脱することなく、上記に説明された方法および装置の配置、動作および詳細におい
て行われ得る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するように構成され
た処理システムと、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビ
ームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、　
送信のために前記フレームを出力するように構成された第１のインターフェースと、　を
備える、装置。
[Ｃ２]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記１つ
または複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレー
ニングが実行されるべきどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ３]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ２に記載の
装置。
[Ｃ４]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるストリ
ームの数を示す、Ｃ２に記載の装置。
[Ｃ５]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユーザ
（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備える、
Ｃ２に記載の装置。
[Ｃ６]　前記第１のインターフェースは、フィードバックリクエストを送信のために出力
するように構成され、
　前記装置は、前記１つまたは複数の他のビットが前記ＭＩＭＯ送信方式はＭＵであると
示す場合、前記フィードバックリクエストに応答して前記フレームに関連付けられたフィ
ードバックを取得するように構成された第２のインターフェースをさらに備える、Ｃ５に
記載の装置。
[Ｃ７]　前記第１のインターフェースは、前記ビームフォーミングトレーニングのマルチ
プルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に前記フィードバックリクエストを送信のために出
力するように構成される、Ｃ６に記載の装置。
[Ｃ８]　前記フレームは、前記ビームフォーミングトレーニングのための前記装置による
使用のための残りのセクタの数を示すように構成されたカウンタを備える、Ｃ１に記載の
装置。
[Ｃ９]　前記フレームは、前記フレームに応答して前記装置によって予期されるフィード
バックのタイプを示すフィードバックタイプフィールドを備え、
　前記カウンタは、前記フィードバックタイプフィールドに含まれる、Ｃ８に記載の装置
。
[Ｃ１０]　前記フレームは、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた無線周波数（ＲＦ）
チェーンのインジケーションをさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
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[Ｃ１１]　前記フレームは、前記ＲＦチェーンの前記インジケーションを含むビーム微調
整プロトコル（ＢＲＰ）フィールドを備える、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１２]　前記処理システムは、前記ビームフォーミングトレーニング中に、フレーム間
のショートビームフォーミングインターフレームスペース（ＳＢＩＦＳ）にしたがって送
信のために複数のフレームを生成するように構成される、Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ１３]　フレーム間の前記ＳＢＩＦＳは、前記ビームフォーミングトレーニングのマル
チプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に使用される、Ｃ１２に記載の装置。
[Ｃ１４]　前記フレームは、ＭＩＤリクエストの受信から独立して生成されるマルチプル
セクタＩＤ（ＭＩＤ）許可フィールドを備える、Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ１５]　前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ中に使用される少なく
とも１つの第１のセクタのインジケーションを取得するように構成された第２のインター
フェースをさらに備え、前記処理システムは、少なくとも１つの第２のセクタを使用して
前記ビームフォーミングトレーニングの前記ＭＩＤフェーズを実行するように構成され、
　前記少なくとも１つの第１のセクタのうちのいくつかのセクタは、前記少なくとも１つ
の第２のセクタのうちのいくつかのセクタと異なる、または、
　前記少なくとも１つの第２のセクタは、前記少なくとも１つの第１のセクタ内にない１
つまたは複数のセクタを備える、Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ１６]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェ
ーズ、前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ
、前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、ま
たは前記ビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間に
、送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを生成するように構成された処理シス
テムと、
　前記ＳＳＷフレームを送信のために出力するように構成されたインターフェースと、　
を備える、装置。
[Ｃ１７]　前記ＳＳＷフレームは、少なくとも１つのトレーニング（ＴＲＮ）フィールド
を備える、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記処理システムは、前記ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた
フレームを生成するようにさらに構成され、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送
信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのイン
ジケーションを備え、
　前記第１のインターフェースは、送信のために前記フレームを出力するようにさらに構
成される、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記１
つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレ
ーニングが実行されるべきどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ１８に記載の装
置。
[Ｃ２０]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ１９に記
載の装置。
[Ｃ２１]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるスト
リームの数を示す、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユー
ザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備える
、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２３]　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するように構成され
た処理システムと、前記フレームは、少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィー
ルドを備え、前記ＳＳＷフィールドは、前記ビームフォーミングトレーニング中に使用さ
れるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備える、
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　送信のために前記フレームを出力するように構成されたインターフェースと、　を備え
る、装置。
[Ｃ２４]　前記処理システムは、前記ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた
別のフレームを生成するようにさらに構成され、前記別のフレームは多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどう
かのインジケーションを備え、
　前記第１のインターフェースは、送信のために前記別のフレームを出力するようにさら
に構成される、Ｃ２３に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記別のフレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前
記１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミング
トレーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ２４に記
載の装置。
[Ｃ２６]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ２５に記
載の装置。
[Ｃ２７]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるスト
リームの数を示す、Ｃ２５に記載の装置。
[Ｃ２８]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユー
ザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備える
、Ｃ２５に記載の装置。
[Ｃ２９]　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得するように構成され
た第１のインターフェースと、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用
して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーション
を備え、
　前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実
行するように構成された処理システムと、
　を備える、装置。
[Ｃ３０]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記１
つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレ
ーニングが実行されるべきどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ２９に記載の装
置。
[Ｃ３１]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるスト
リームの数を示し、
　前記処理システムは、前記示されたストリームの数に基づいて前記ビームフォーミング
トレーニングを実行するように構成される、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３２]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユー
ザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え、
　前記処理システムは、前記ＭＩＭＯ送信方式がＳＵかＭＵかどうかの前記インジケーシ
ョンに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行するようにさらに構成される
、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３３]　前記第１のインターフェースは、フィードバックリクエストを出力するように
構成され、
　前記装置は、前記１つまたは複数の他のビットが前記ＭＩＭＯ送信方式はＭＵであると
示す場合、前記フィードバックリクエストに応答して前記フレームに関連付けられたフィ
ードバックを出力するように構成された第２のインターフェースをさらに備える、Ｃ３２
に記載の装置。
[Ｃ３４]　前記第１のインターフェースは、前記ビームフォーミングトレーニングのマル
チプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に前記フィードバックリクエストを取得するよう
に構成される、Ｃ３３に記載の装置。
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[Ｃ３５]　前記１つまたは複数の他のビットが前記ＭＩＭＯ送信方式はＭＵであると示す
場合、時間期間後に前記フレームに関連付けられたフィードバックを出力するように構成
された第２のインターフェースをさらに備え、前記時間期間は、ＭＵ送信シーケンスに基
づいて決定される、Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３６]　前記フレームは、前記ビームフォーミングトレーニングのための前記装置によ
る使用のための残りのセクタの数を示すように構成されたカウンタを備える、Ｃ２９に記
載の装置。
[Ｃ３７]　前記フレームは、前記フレームに応答して送られるフィードバックのタイプを
示すフィードバックタイプフィールドを備え、
　前記カウンタは、前記フィードバックタイプフィールドに含まれる、Ｃ３６に記載の装
置。
[Ｃ３８]　前記フレームは、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた無線周波数（ＲＦ）
チェーンのインジケーションをさらに備え、
　前記処理システムは、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた前記ＲＦチェーンの前記
インジケーションに基づいてビームフォーミングトレーニングを実行するように構成され
る、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３９]　前記フレームは、前記ＲＦチェーンの前記インジケーションを含むビーム微調
整プロトコル（ＢＲＰ）フィールドを備える、Ｃ３８に記載の装置。
[Ｃ４０]　前記第１のインターフェースは、前記ビームフォーミングトレーニング中に、
フレーム間のショートビームフォーミングインターフレームスペース（ＳＢＩＦＳ）にし
たがって、複数のフレームを取得するように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ４１]　フレーム間の前記ＳＢＩＦＳは、前記ビームフォーミングトレーニングのマル
チプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に使用される、Ｃ４０に記載の装置。
[Ｃ４２]　前記フレームは、ＭＩＤリクエストの受信から独立して生成されるマルチプル
セクタＩＤ（ＭＩＤ）許可フィールドを備える、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ４３]　前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ中に使用される少なく
とも１つの第１のセクタのインジケーションを出力するように構成された第２のインター
フェースをさらに備え、
　前記処理システムは、少なくとも１つの第２のセクタを使用して前記ビームフォーミン
グトレーニングの前記ＭＩＤフェーズを実行するように構成され、
　前記少なくとも１つの第１のセクタのうちのいくつかのセクタは、前記少なくとも１つ
の第２のセクタのうちのいくつかのセクタと異なる、または、
　前記少なくとも１つの第２のセクタは、前記少なくとも１つの第１のセクタ内にない１
つまたは複数のセクタを備える、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ４４]　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェ
ーズ、前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ
、前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、ま
たは前記ビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間に
、セクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを取得するように構成されたインターフェースと、
　前記ＳＳＷフレームを使用して前記ビームフォーミングトレーニングを実行するように
構成された処理システムと、
　を備える、装置。
[Ｃ４５]　前記ＳＳＷフレームは、少なくとも１つのトレーニング（ＴＲＮ）フィールド
を備える、Ｃ４４に記載の装置。
[Ｃ４６]　前記第１のインターフェースは、前記ビームフォーミングトレーニングに関連
付けられたフレームを取得するようにさらに構成され、前記フレームは多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかど
うかのインジケーションを備え、
　前記処理システムは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレー
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ニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミ
ングトレーニングを実行するように構成される、Ｃ４４に記載の装置。
[Ｃ４７]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記１
つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレ
ーニングが実行されるべきどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ４６に記載の装
置。
[Ｃ４８]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ４７に記
載の装置。
[Ｃ４９]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるスト
リームの数を示し、
　前記処理システムは、前記示されたストリームの数に基づいて前記ビームフォーミング
トレーニングを実行するように構成される、Ｃ４７に記載の装置。
[Ｃ５０]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユー
ザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え、
　前記処理システムは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユーザ（Ｍ
Ｕ）かどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを
実行するようにさらに構成される、Ｃ４７に記載の装置。
[Ｃ５１]　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得するように構成され
たインターフェースと、前記フレームは、少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フ
ィールドを備え、前記ＳＳＷフィールドは、前記ビームフォーミングトレーニング中に使
用されるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備える、
　前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた前記ＲＦチェーンの前記インジケーションに基
づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行するように構成された処理システムと
、
　を備える、装置。
[Ｃ５２]　前記第１のインターフェースは、前記ビームフォーミングトレーニングに関連
付けられた別のフレームを取得するようにさらに構成され、前記別のフレームは多入力多
出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行される
べきかどうかのインジケーションを備え、
　前記処理システムは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレー
ニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミ
ングトレーニングを実行するように構成される、Ｃ５１に記載の装置。
[Ｃ５３]　前記別のフレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前
記１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミング
トレーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ５２に記
載の装置。
[Ｃ５４]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ５３に記
載の装置。
[Ｃ５５]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるスト
リームの数を示し、
　前記処理システムは、前記示されたストリームの数に基づいて前記ビームフォーミング
トレーニングを実行するように構成される、Ｃ５３に記載の装置。
[Ｃ５６]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユー
ザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え、
　前記処理システムは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユーザ（Ｍ
Ｕ）かどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを
実行するようにさらに構成される、Ｃ５３に記載の装置。
[Ｃ５７]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成することと、前記フ
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レームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニ
ングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　送信のために前記フレームを出力することと、
　を備える、方法。
[Ｃ５８]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記１
つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレ
ーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ５７に記載の
方法。
[Ｃ５９]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ５８に記
載の方法。
[Ｃ６０]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるスト
リームの数を示す、Ｃ５８に記載の方法。
[Ｃ６１]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユー
ザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備える
、Ｃ５８に記載の方法。
[Ｃ６２]　フィードバックリクエストを送信のために出力することと、
　前記１つまたは複数の他のビットが前記ＭＩＭＯ送信方式はＭＵであると示す場合、前
記フィードバックリクエストに応答して前記フレームに関連付けられたフィードバックを
取得することと、
　をさらに備える、Ｃ６１に記載の方法。
[Ｃ６３]　前記フィードバックリクエストを送信のために出力することは、前記ビームフ
ォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に実行される、Ｃ
６２に記載の方法。
[Ｃ６４]　前記フレームは、前記ビームフォーミングトレーニングのための残りのセクタ
の数を示すように構成されたカウンタを備える、Ｃ５７に記載の方法。
[Ｃ６５]　前記フレームは、前記フレームに応答して予期されるフィードバックのタイプ
を示すフィードバックタイプフィールドを備え、
　前記カウンタは、前記フィードバックタイプフィールドに含まれる、Ｃ６４に記載の方
法。
[Ｃ６６]　前記フレームは、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた無線周波数（ＲＦ）
チェーンのインジケーションをさらに備える、Ｃ５７に記載の方法。
[Ｃ６７]　前記フレームは、前記ＲＦチェーンの前記インジケーションを含むビーム微調
整プロトコル（ＢＲＰ）フィールドを備える、Ｃ６６に記載の方法。
[Ｃ６８]　前記ビームフォーミングトレーニング中に、フレーム間のショートビームフォ
ーミングインターフレームスペース（ＳＢＩＦＳ）にしたがって送信のために複数のフレ
ームを生成することをさらに備える、Ｃ５７に記載の方法。
[Ｃ６９]　フレーム間の前記ＳＢＩＦＳは、前記ビームフォーミングトレーニングのマル
チプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に使用される、Ｃ６８に記載の方法。
[Ｃ７０]　前記フレームは、ＭＩＤリクエストの受信から独立して生成されるマルチプル
セクタＩＤ（ＭＩＤ）許可フィールドを備える、Ｃ５７に記載の方法。
[Ｃ７１]　前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ中に使用される少なく
とも１つの第１のセクタのインジケーションを取得することと、
　少なくとも１つの第２のセクタを使用して前記ビームフォーミングトレーニングの前記
ＭＩＤフェーズを実行することと、をさらに備え、
　前記少なくとも１つの第１のセクタのうちのいくつかのセクタは、前記少なくとも１つ
の第２のセクタのうちのいくつかのセクタと異なる、または、
　前記少なくとも１つの第２のセクタは、前記少なくとも１つの第１のセクタ内にない１
つまたは複数のセクタを備える、Ｃ５７に記載の方法。
[Ｃ７２]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェ
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ーズ、前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ
、前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、ま
たは前記ビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間に
、送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを生成することと、
　送信のために前記ＳＳＷフレームを出力することと、
　を備える、方法。
[Ｃ７３]　前記ＳＳＷフレームは、少なくとも１つのトレーニング（ＴＲＮ）フィールド
を備える、Ｃ７２に記載の方法。
[Ｃ７４]　前記ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するこ
とと、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミ
ングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　送信のために前記フレームを出力することと、
　をさらに備える、Ｃ７２に記載の方法。
[Ｃ７５]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記１
つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレ
ーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ７４に記載の
方法。
[Ｃ７６]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ７５に記
載の方法。
[Ｃ７７]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるスト
リームの数を示す、Ｃ７５に記載の方法。
[Ｃ７８]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユー
ザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備える
、Ｃ７５に記載の方法。
[Ｃ７９]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成することと、前記フ
レームは、少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、前記ＳＳＷフ
ィールドは、前記ビームフォーミングトレーニング中に使用されるＭＩＭＯ送信方式に関
連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備え、
　送信のために前記フレームを出力することと、
　を備える、方法。
[Ｃ８０]　前記ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた別のフレームを生成す
ることと、前記別のフレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビーム
フォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備える、
　送信のために前記別のフレームを出力することと、Ｃ７９に記載の方法。
[Ｃ８１]　前記別のフレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前
記１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミング
トレーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ８０に記
載の方法。
[Ｃ８２]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ８１に記
載の方法。
[Ｃ８３]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるスト
リームの数を示す、Ｃ８１に記載の方法。
[Ｃ８４]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユー
ザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備える
、Ｃ８１に記載の方法。
[Ｃ８５]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得することと、前記フ
レームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニ
ングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
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　前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実
行することと、
　を備える、方法。
[Ｃ８６]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記１
つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレ
ーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ８５に記載の
方法。
[Ｃ８７]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるスト
リームの数を示し、前記方法は、前記示されたストリームの数に基づいて前記ビームフォ
ーミングトレーニングを実行することをさらに備える、Ｃ８６に記載の方法。
[Ｃ８８]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユー
ザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え、
　前記方法は、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユーザ（ＭＵ）かど
うかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行する
ことをさらに備える、Ｃ８６に記載の方法。
[Ｃ８９]　フィードバックリクエストを取得することと、
　前記１つまたは複数の他のビットが前記ＭＩＭＯ送信方式はＭＵであると示す場合、前
記フィードバックリクエストに応答して前記フレームに関連付けられたフィードバックを
出力することと、
　さらに備える、Ｃ８８に記載の方法。
[Ｃ９０]　前記第１のインターフェースは、前記ビームフォーミングトレーニングのマル
チプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に前記フィードバックリクエストを取得するよう
に構成される、Ｃ８９に記載の方法。
[Ｃ９１]　前記１つまたは複数の他のビットが前記ＭＩＭＯ送信方式はＭＵであると示す
場合、時間期間後に前記フレームに関連付けられたフィードバックを出力することをさら
に備え、前記時間期間は、マルチユーザ送信シーケンスに基づいて決定される、Ｃ８８に
記載の方法。
[Ｃ９２]　前記フレームは、前記ビームフォーミングトレーニングのための残りのセクタ
の数を示すように構成されたカウンタを備える、Ｃ５８に記載の方法。
[Ｃ９３]　前記フレームは、前記フレームに応答して送られるフィードバックのタイプを
示すフィードバックタイプフィールドを備え、
　前記カウンタは、前記フィードバックタイプフィールドに含まれる、Ｃ９２に記載の方
法。
[Ｃ９４]　前記フレームは、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた無線周波数（ＲＦ）
チェーンのインジケーションをさらに備え、
　前記方法は、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた前記ＲＦチェーンの前記インジケ
ーションに基づいてビームフォーミングトレーニングを実行することをさらに備える、Ｃ
５８に記載の方法。
[Ｃ９５]　前記フレームは、前記ＲＦチェーンの前記インジケーションを含むビーム微調
整プロトコル（ＢＲＰ）フィールドを備える、Ｃ９４に記載の方法。
[Ｃ９６]　前記ビームフォーミングトレーニング中に、フレーム間のショートビームフォ
ーミングインターフレームスペース（ＳＢＩＦＳ）にしたがって複数のフレームを取得す
ることをさらに備える、Ｃ５８に記載の方法。
[Ｃ９７]　フレーム間の前記ＳＢＩＦＳは、前記ビームフォーミングトレーニングのマル
チプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に使用される、Ｃ９６に記載の方法。
[Ｃ９８]　前記フレームは、ＭＩＤリクエストの受信から独立して生成されるマルチプル
セクタＩＤ（ＭＩＤ）許可フィールドを備える、Ｃ５８に記載の方法。
[Ｃ９９]　前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ中に使用される少なく
とも１つの第１のセクタのインジケーションを出力することと、
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　少なくとも１つの第２のセクタを使用して前記ビームフォーミングトレーニングの前記
ＭＩＤフェーズを実行することと、をさらに備え、
　前記少なくとも１つの第１のセクタのうちのいくつかのセクタは、前記少なくとも１つ
の第２のセクタのうちのいくつかのセクタと異なる、または、
　前記少なくとも１つの第２のセクタは、前記少なくとも１つの第１のセクタ内にない１
つまたは複数のセクタを備える、Ｃ５８に記載の方法。
[Ｃ１００]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェ
ーズ、前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ
、前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、ま
たは前記ビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間に
、セクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを取得することと、
　前記ＳＳＷフレームを使用して前記ビームフォーミングトレーニングを実行することと
、
　を備える、方法。
[Ｃ１０１]　前記ＳＳＷフレームは、少なくとも１つのトレーニング（ＴＲＮ）フィール
ドを備える、Ｃ１００に記載の方法。
[Ｃ１０２]　前記ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得する
ことと、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォー
ミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実
行することと、
　をさらに備える、Ｃ１００に記載の方法。
[Ｃ１０３]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記
１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングト
レーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ１０２に記
載の方法。
[Ｃ１０４]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ１０３
に記載の方法。
[Ｃ１０５]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるス
トリームの数を示し、
　前記方法は、前記示されたストリームの数に基づいて前記ビームフォーミングトレーニ
ングを実行することをさらに備える、Ｃ１０３に記載の方法。
[Ｃ１０６]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユ
ーザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え
、
　前記方法は、前記ＭＩＭＯ送信方式がＳＵかＭＵかどうかの前記インジケーションに基
づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行することをさらに備える、Ｃ１０３に
記載の方法。
[Ｃ１０７]　ワイヤレス通信のための方法であって、
ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得することと、前記フレ
ームは、少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、前記ＳＳＷフィ
ールドは、前記ビームフォーミングトレーニング中に使用されるＭＩＭＯ送信方式に関連
付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備え、
　前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた前記ＲＦチェーンの前記インジケーションに基
づいて、前記ビームフォーミングトレーニングを実行することと、
　を備える、方法。
[Ｃ１０８]　前記ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた別のフレームを取得
することと、前記別のフレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビー
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ムフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実
行することと、
　Ｃ１０７に記載の方法。
[Ｃ１０９]　前記別のフレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、
前記１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミン
グトレーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ１０８
に記載の方法。
[Ｃ１１０]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ１０９
に記載の方法。
[Ｃ１１１]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるス
トリームの数を示し、
　前記方法は、前記示されたストリームの数に基づいて前記ビームフォーミングトレーニ
ングを実行することをさらに備える、Ｃ１０９に記載の方法。
[Ｃ１１２]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユ
ーザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え
、
　前記方法は、前記ＭＩＭＯ送信方式がＳＵかＭＵかどうかの前記インジケーションに基
づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行することをさらに備える、Ｃ１０９に
記載の方法。
[Ｃ１１３]　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するための手段と、
前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミングト
レーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　送信のために前記フレームを出力するための手段と、
　を備える、装置。
[Ｃ１１４]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記
１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングト
レーニングが実行されるべきどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ１１３に記載
の装置。
[Ｃ１１５]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ１１４
に記載の装置。
[Ｃ１１６]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるス
トリームの数を示す、Ｃ１１４に記載の装置。
[Ｃ１１７]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユ
ーザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え
る、Ｃ１１４に記載の装置。
[Ｃ１１８]　フィードバックリクエストを送信のために出力するための手段と、
　前記１つまたは複数の他のビットが前記ＭＩＭＯ送信方式はＭＵであると示す場合、前
記フィードバックリクエストに応答して前記フレームに関連付けられたフィードバックを
取得するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ１１７に記載の装置。
[Ｃ１１９]　送信のために前記フィードバックリクエストを出力することは、前記ビーム
フォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に実行される、
Ｃ１１８に記載の装置。
[Ｃ１２０]　前記フレームは、前記ビームフォーミングトレーニングのための前記装置に
よる使用のための残りのセクタの数を示すように構成されたカウンタを備える、Ｃ１１４
に記載の装置。
[Ｃ１２１]　前記フレームは、前記フレームに応答して予期されるフィードバックのタイ
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プを示すフィードバックタイプフィールドを備え、
　前記カウンタは、前記フィードバックタイプフィールドに含まれる、Ｃ１２０に記載の
装置。
[Ｃ１２２]　前記フレームは、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた無線周波数（ＲＦ
）チェーンのインジケーションをさらに備える、Ｃ１１４に記載の装置。
[Ｃ１２３]　前記フレームは、前記ＲＦチェーンの前記インジケーションを含むビーム微
調整プロトコル（ＢＲＰ）フィールドを備える、Ｃ１２２に記載の装置。
[Ｃ１２４]　前記ビームフォーミングトレーニング中に、フレーム間のショートビームフ
ォーミングインターフレームスペース（ＳＢＩＦＳ）にしたがって送信のために複数のフ
レームを生成することをさらに備える、Ｃ１１４に記載の装置。
[Ｃ１２５]　フレーム間の前記ＳＢＩＦＳは、前記ビームフォーミングトレーニングのマ
ルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に使用される、Ｃ１２４に記載の装置。
[Ｃ１２６]　前記フレームは、ＭＩＤリクエストの受信から独立して生成されるマルチプ
ルセクタＩＤ（ＭＩＤ）許可フィールドを備える、Ｃ１１４に記載の装置。
[Ｃ１２７]　前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ中に使用される少な
くとも１つの第１のセクタのインジケーションを取得するための手段と、
　少なくとも１つの第２のセクタを使用して、前記ビームフォーミングトレーニングの前
記ＭＩＤフェーズを実行するための手段と、をさらに備え、
　前記少なくとも１つの第１のセクタのうちのいくつかのセクタは、前記少なくとも１つ
の第２のセクタのうちのいくつかのセクタと異なる、または、
　前記少なくとも１つの第２のセクタは、前記少なくとも１つの第１のセクタ内にない１
つまたは複数のセクタを備える、Ｃ１１４に記載の装置。
[Ｃ１２８]　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェ
ーズ、前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ
、前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、ま
たは前記ビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間に
、送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを生成するための手段と、
　前記ＳＳＷフレームを送信のために出力するための手段と、
　を備える、装置。
[Ｃ１２９]　前記ＳＳＷフレームは、少なくとも１つのトレーニング（ＴＲＮ）フィール
ドを備える、Ｃ１２８に記載の装置。
[Ｃ１３０]　前記ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成する
ための手段と、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビーム
フォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　送信のために前記フレームを出力するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ１２８に記載の装置。
[Ｃ１３１]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記
１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングト
レーニングが実行されるべきどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ１３０に記載
の装置。
[Ｃ１３２]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ１３１
に記載の装置。
[Ｃ１３３]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるス
トリームの数を示す、Ｃ１３１に記載の装置。
[Ｃ１３４]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユ
ーザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え
る、Ｃ１３１に記載の装置。
[Ｃ１３５]　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成するための手段と、
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前記フレームは、少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、前記Ｓ
ＳＷフィールドは、前記ビームフォーミングトレーニング中に使用されるＭＩＭＯ送信方
式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備える、
　送信のために前記フレームを出力するための手段と、
　を備える、装置。
[Ｃ１３６]　前記ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた別のフレームを生成
するための手段と、前記別のフレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前
記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え
、
　送信のために前記別のフレームを出力するための手段と、Ｃ１３５に記載の装置。
[Ｃ１３７]　前記別のフレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、
前記１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミン
グトレーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ１３６
に記載の装置。
[Ｃ１３８]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ１３７
に記載の装置。
[Ｃ１３９]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるス
トリームの数を示す、Ｃ１３７に記載の装置。
[Ｃ１４０]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユ
ーザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え
る、Ｃ１３７に記載の装置。
[Ｃ１４１]　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得するための手段と、
前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミングト
レーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションに基づいて、前記ビームフォーミングトレーニングを
実行するための手段と、
　を備える、装置。
[Ｃ１４２]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記
１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングト
レーニングが実行されるべきどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ１４１に記載
の装置。
[Ｃ１４３]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるい
くつかのストリームを示し、前記装置は、前記示されたストリームの数に基づいて前記ビ
ームフォーミングトレーニングを実行するための手段をさらに備える、Ｃ１４２に記載の
装置。
[Ｃ１４４]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユ
ーザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え
、
　前記装置は、前記ＭＩＭＯ送信方式がＳＵかＭＵかどうかの前記インジケーションに基
づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行するための手段をさらに備える、Ｃ１
４２に記載の装置。
[Ｃ１４５]　フィードバックリクエストを取得するための手段と、
　前記１つまたは複数の他のビットが前記ＭＩＭＯ送信方式はＭＵであると示す場合、前
記フィードバックリクエストに応答して前記フレームに関連付けられたフィードバックを
出力するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ１４４に記載の装置。
[Ｃ１４６]　前記第１のインターフェースは、前記ビームフォーミングトレーニングのマ
ルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に前記フィードバックリクエストを取得するよ
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うに構成される、Ｃ１４５に記載の装置。
[Ｃ１４７]　前記１つまたは複数の他のビットが前記ＭＩＭＯ送信方式はＭＵであると示
す場合、時間期間後に前記フレームに関連付けられたフィードバックを出力することをさ
らに備え、前記時間期間は、マルチユーザ送信シーケンスに基づいて決定される、Ｃ１４
４に記載の装置。
[Ｃ１４８]　前記フレームは、前記ビームフォーミングトレーニングのための前記装置に
よる使用のための残りのセクタの数を示すように構成されたカウンタを備える、Ｃ１４１
に記載の装置。
[Ｃ１４９]　前記フレームは、前記フレームに応答して送られるフィードバックのタイプ
を示すフィードバックタイプフィールドを備え、
　前記カウンタは、前記フィードバックタイプフィールドに含まれる、Ｃ１４８に記載の
装置。
[Ｃ１５０]　前記フレームは、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた無線周波数（ＲＦ
）チェーンのインジケーションをさらに備え、
　前記装置は、前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた前記ＲＦチェーンの前記インジケ
ーションに基づいてビームフォーミングトレーニングを実行するための手段をさらに備え
る、Ｃ１４１に記載の装置。
[Ｃ１５１]　前記フレームは、前記ＲＦチェーンの前記インジケーションを含むビーム微
調整プロトコル（ＢＲＰ）フィールドを備える、Ｃ１５０に記載の装置。
[Ｃ１５２]　前記ビームフォーミングトレーニング中に、フレーム間のショートビームフ
ォーミングインターフレームスペース（ＳＢＩＦＳ）にしたがって複数のフレームを取得
するための手段をさらに備える、Ｃ１５０に記載の装置。
[Ｃ１５３]　フレーム間の前記ＳＢＩＦＳは、前記ビームフォーミングトレーニングのマ
ルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ中に使用される、Ｃ１５２に記載の装置。
[Ｃ１５４]　前記フレームは、ＭＩＤリクエストの受信から独立して生成されるマルチプ
ルセクタＩＤ（ＭＩＤ）許可フィールドを備える、Ｃ１５０に記載の装置。
[Ｃ１５５]　前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤフェーズ中に使用される少な
くとも１つの第１のセクタのインジケーションを出力するための手段と、
　少なくとも１つの第２のセクタを使用して前記ビームフォーミングトレーニングの前記
ＭＩＤフェーズを実行するための手段と、をさらに備え、
　前記少なくとも１つの第１のセクタのうちのいくつかのセクタは、前記少なくとも１つ
の第２のセクタのうちのいくつかのセクタと異なる、または、
　前記少なくとも１つの第２のセクタは、前記少なくとも１つの第１のセクタ内にない１
つまたは複数のセクタを備える、Ｃ１５０に記載の装置。
[Ｃ１５６]　無線通信のための装置であって、
　ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェ
ーズ、前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ
、前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、ま
たは前記ビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間に
、セクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを取得するための手段と、
　前記ＳＳＷフレームを使用して前記ビームフォーミングトレーニングを実行するための
手段と、
　を備える、装置。
[Ｃ１５７]　前記ＳＳＷフレームは、少なくとも１つのトレーニング（ＴＲＮ）フィール
ドを備える、Ｃ１５６に記載の装置。
[Ｃ１５８]　前記ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得する
ための手段と、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビーム
フォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実
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行するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ１５６に記載の装置。
[Ｃ１５９]　前記フレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、前記
１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングト
レーニングが実行されるべきどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ１５８に記載
の装置。
[Ｃ１６０]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ１５９
に記載の装置。
[Ｃ１６１]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるス
トリームの数を示し、
　前記装置は、前記示されたストリームの数に基づいて前記ビームフォーミングトレーニ
ングを実行するための手段をさらに備える、Ｃ１５９に記載の装置。
[Ｃ１６２]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユ
ーザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え
、
　前記装置は、前記ＭＩＭＯ送信方式がＳＵかＭＵかどうかの前記インジケーションに基
づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行するための手段をさらに備える、Ｃ１
５９に記載の装置。
[Ｃ１６３]　無線通信のための装置であって、
ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得するための手段と、前
記フレームは、少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、前記ＳＳ
Ｗフィールドは、前記ビームフォーミングトレーニング中に使用されるＭＩＭＯ送信方式
に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備え、
　前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた前記ＲＦチェーンの前記インジケーションに基
づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行するための手段と、
　を備える、装置。
[Ｃ１６４]　前記ビームフォーミングトレーニングに関連付けられた別のフレームを取得
するための手段と、前記別のフレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前
記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え
、
　前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実
行するための手段と、
　Ｃ１６３に記載の装置。
[Ｃ１６５]　前記別のフレームは、１つまたは複数のビットを備えるフィールドを備え、
前記１つまたは複数のビットは、前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミン
グトレーニングが実行されるべきかどうかの前記インジケーションを提供する、Ｃ１６３
に記載の装置。
[Ｃ１６６]　前記フィールドは、ビーム微調整リクエストフィールドを備える、Ｃ１６５
に記載の装置。
[Ｃ１６７]　前記１つまたは複数のビットはまた、前記ＭＩＭＯ送信方式に使用されるス
トリームの数を示し、
　前記装置は、前記示されたストリームの数に基づいて前記ビームフォーミングトレーニ
ングを実行するための手段をさらに備える、Ｃ１６５に記載の装置。
[Ｃ１６８]　前記フィールドは、前記ＭＩＭＯ送信方式が単一ユーザ（ＳＵ）かマルチユ
ーザ（ＭＵ）かどうかのインジケーションを提供する１つまたは複数の他のビットを備え
、
　前記装置は、前記ＭＩＭＯ送信方式がＳＵかＭＵかどうかの前記インジケーションに基
づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行するための手段をさらに備える、Ｃ１
６５に記載の装置。
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[Ｃ１６９]　コンピュータ可読媒体であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成することと、前記フ
レームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニ
ングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　前記フレームを送信のために出力することと、
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
[Ｃ１７０]　コンピュータ可読媒体であって、
　ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェ
ーズ、前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ
、前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、ま
たは前記ビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間に
、送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを生成することと、
　前記ＳＳＷフレームを送信のために出力することと、
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
[Ｃ１７１]　コンピュータ可読媒体であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成することと、前記フ
レームは、少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、前記ＳＳＷフ
ィールドは、前記ビームフォーミングトレーニング中に使用されるＭＩＭＯ送信方式に関
連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備え、
　送信のために前記フレームを出力することと、
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
[Ｃ１７２]　コンピュータ可読媒体であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得することと、前記フ
レームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニ
ングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべ
きかどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実
行することと、
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
[Ｃ１７３]　コンピュータ可読媒体であって、
　ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェ
ーズ、前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ
、前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、ま
たは前記ビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間に
セクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを取得することと、
　前記ＳＳＷフレームを使用して前記ビームフォーミングトレーニングを実行することと
、
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
[Ｃ１７４]　コンピュータ可読媒体であって、
　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを取得することと、前記フ
レームは、少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、前記ＳＳＷフ
ィールドは、前記ビームフォーミングトレーニング中に使用されるＭＩＭＯ送信方式に関
連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備え、
　前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた前記ＲＦチェーンの前記インジケーションに基
づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行することと、
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
[Ｃ１７５]　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　処理システムと、を備え、前記処理システムは、
　　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成することと、前記
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フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレー
ニングが実行されるべきかどうかのインジケーションを備え、
　　前記少なくとも１つのアンテナを介した送信のために前記フレームを出力することと
、を行うように構成された、
　ワイヤレスノード。
[Ｃ１７６]　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　処理システムと、を備え、前記処理システムは、
　　ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フ
ェーズ、前記ビームフォーミングトレーニングのマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェー
ズ、前記ビームフォーミングトレーニングのＭＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、
または前記ビームフォーミングトレーニングのＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間
に、送信のためにセクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを生成することと、
　　前記少なくとも１つのアンテナを介した送信のために前記ＳＳＷフレームを出力する
ことと、
　を行うように構成された、
　ワイヤレスノード。
[Ｃ１７７]　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　処理システムと、を備え、前記処理システムは、
　　ビームフォーミングトレーニングに関連付けられたフレームを生成することと、前記
フレームは、少なくとも１つのセクタスイープ（ＳＳＷ）フィールドを備え、前記ＳＳＷ
フィールドは、前記ビームフォーミングトレーニング中に使用されるＭＩＭＯ送信方式に
関連付けられたＲＦチェーンのインジケーションを備え、
　　前記少なくとも１つのアンテナを介した送信のために前記フレームを出力することと
、
　を行うように構成された、
　ワイヤレスノード。
[Ｃ１７８]　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　処理システムと、を備え、前記処理システムは、
　　前記少なくとも１つのアンテナを介して、ビームフォーミングトレーニングに関連付
けられたフレームを取得することと、前記フレームは多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信方式
を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行されるべきかどうかのインジケー
ションを備え、
　　前記ＭＩＭＯ送信方式を使用して前記ビームフォーミングトレーニングが実行される
かどうかの前記インジケーションに基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行
することと、
　を行うように構成された、
　ワイヤレスノード。
[Ｃ１７９]　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　処理システムと、を備え、前記処理システムは、
　　前記少なくとも１つのアンテナを介して、ビームフォーミングトレーニングのマルチ
プルセクタＩＤキャプチャ（ＭＩＤＣ）フェーズ、前記ビームフォーミングトレーニング
のマルチプルセクタＩＤ（ＭＩＤ）フェーズ、前記ビームフォーミングトレーニングのＭ
ＩＤおよびビーム結合（ＢＣ）フェーズ、または前記ビームフォーミングトレーニングの
ＢＣフェーズのうちの少なくとも１つの間に、セクタスイープ（ＳＳＷ）フレームを取得
することと、
　　前記ＳＳＷフレームを使用して前記ビームフォーミングトレーニングを実行すること
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　を行うように構成された、
　ワイヤレスノード。
[Ｃ１８０]　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　処理システムと、を備え、前記処理システムは、
　　前記少なくとも１つのアンテナを介して、ビームフォーミングトレーニングに関連付
けられたフレームを取得することと、前記フレームは、少なくとも１つのセクタスイープ
（ＳＳＷ）フィールドを備え、前記ＳＳＷフィールドは、前記ビームフォーミングトレー
ニング中に使用されるＭＩＭＯ送信方式に関連付けられたＲＦチェーンのインジケーショ
ンを備え、
　　前記ＭＩＭＯ送信方式に関連付けられた前記ＲＦチェーンの前記インジケーションに
基づいて前記ビームフォーミングトレーニングを実行することと、
　を行うように構成された、
　ワイヤレスノード。

【図１】 【図２】
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